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「読書の秋だ！図書館に行こう！」



　本市の人事行政について、その公平性・透明性を高め、市民の皆さまのご理解をいただくために、「出水市人事行政の運
営等の状況の公表に関する条例」の規定に基づき、公表します。

※国または類似団体との比較のほか、最新の状況は、本年度末までに本市のホームページ上に掲載する予定です。

職員の任免および職員数に関する状況
職員数の状況（平成 24 年４月１日現在）

部　　　門 人数（人） 部　　門 人数（人） （参考）
平成18年４月１日現在　職員数� 1,093人
平成19年４月１日現在　職員数� 1,050人
平成20年４月１日現在　職員数� 1,011人
平成21年４月１日現在　職員数� 976人
平成22年４月１日現在　職員数� 927人
平成23年４月１日現在　職員数� 905人
（備考）
職員数は特別職を除いた職員数（教育長を含
む）であり、地方公務員の身分を保有する休職
者などを含み、臨時または非常勤の職員を除い
ています。

一般行政部門

議 会 6
特別行政部門

教 育 126
総務・企画 109 警 察 −
税 務 33 消 防 75
民 生 85 小 計 201
衛 生 27

公営企業等会計部門

病 院 事 業 258
労 働 1 水 道 事 業 20
農 林 水 産 41 下 水 道 15
商 工 13 国保・介護 53
土木・建設 44 小 計 346
小 計 359 合　　計 906

平成 23 年度採用・退職の状況

職種 採用者数 
（人）

退職者数（人）

（備考）
採用・退職者数には、出水商業高等学校教諭お
よび指導主事を含みません。

定年 勧奨 自己都合 死亡 人事交流 計
一般行政職 6 2 3 2 　 　 7
医療職（医師） 6 　 　 5 　 　 5
医療職（看護師） 3 2 3 4 　 　 9
医療職（医療技術者） 5 　 　 1 1 　 2
医療職（医療情報事務） 1 　 　 　 　 　 　
消防職 3 2 　 　 　 　 2
保健師 1 1 　 　 　 　 1
技能労務職 　 2 1 　 　 　 3
合計 25 9 7 12 1 　 29

職員の給与等の状況
職員給与費予算の状況（平成 24 年度一般会計予算）

職員数（A）
給　　与　　費

１人当たり給与費 
（B ／ A）給　　料 職員手当等 計（B）期末・勤勉手当 期末・勤勉手当を除く

人 千円 千円 千円 千円 千円
536 2,043,645 799,762 328,946 3,172,353 5,919

（備考）給与費は、当初予算に計上された額です。
　　　　職員手当等には、通勤手当、扶養手当、時間外勤務手当、児童手当および子ども手当を含み、退職手当は含みません。
　　　　市三役および出水商業高等学校教員分は含みません。

行政職給料表適用者の級別職員数の状況（一般行政職）（平成 24 年４月１日現在）
区　　分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計
標準的な 
職務内容 部長 課長 主幹・技術主幹

係長・参事補・技
術参事補・主査・

技術主査
主査・技術主査 主事・技師 主事・主事補 　

職員数 10 人 37 人 46 人 164 人 36 人 38 人 13 人 344 人
構成比 2.9% 10.7% 13.4% 47.7% 10.5% 11.0% 3.8% 100.0%

平均給料 411,566 円 394,505 円 383,839 円 347,832 円 273,537 円 238,808 円 179,719 円 333,348 円
（備考）出水市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　　一般行政職とは、医師、看護師、教員、調理員、保育士、学校主事等を除いた一般職の職員です。

職員の平均年齢および平均給料月額等の状況（平成 24 年４月１日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 43.7 歳 333,348 円 372,898 円
技能・労務職 43.6 歳 303,284 円 321,810 円
（備考）「平均給料月額」とは、基本給の平均額です。

「平均給与月額」とは、基本給のほか、各種手当を含
めた平均額です。

出水市人事行政の運営等の状況

初任給の状況（平成 24 年４月１日現在）
区　分 初　任　給

一般行政職 大学卒（上級） 165,312 円（172,200 円）
高校卒（初級） 134,496 円（140,100 円）

（備考）初任給の（　）内は、給料減額措置前の金額です。
　【職員の給料カットについて】　

一般職員の給料は、諸般の事情を考慮し、平成18年８月から平成
24年３月に引き続き、平成24年４月から平成25年３月までは４
～６％減額して支給されています。
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一般行政職の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成 24 年４月１日現在）
区　　　　　　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年 備　　考

一般行政職（初級） 大　学　卒 264,480 円 321,096 円 351,107 円 ※経験 10 年、15 年、20 年に該当する職員数が
少ないため、それぞれおおむね該当する範囲の
経験年数での平均を記載してあります。

高　校　卒 222,029 円 270,078 円 326,215 円
技能労務職 高　校　卒 　   該当なし 256,347 円 289,383 円

ラスパイレス指数の状況（平成 23 年４月１日現在）

区分 出水市 一般市平均 全国市平均 （備考）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場
合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

　　　　一般市とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラス
パイレス指数を単純平均したものです。

平成 23 年 97.6 97.7 98.8

扶養手当・住居手当・通勤手当等の状況（平成 24 年４月１日現在）

手当の名称 内容および支給単価 国の制度との異同

扶養手当

配偶者 13,000 円
配偶者以外の扶養親族
　１人目
　　配偶者がいる場合（扶養の有無を問わず）  6,500 円
　　配偶者がいない場合 11,000 円
　２人目以降 6,500 円
　特定期間（16 歳～ 22 歳）の子の加算 １人につき 5,000 円

同じ

住居手当
借　家　　　　　            家賃 12,000 円以上、手当額の上限最高 27,000 円
※購入等から５年以内の持家 2,500 円
※他の地方公共団体等に派遣され、かつ居住地が市外の場合、55,000 円以内

※以外は同じ

通勤手当 交通機関利用者：運賃相当（最高 55,000 円）
交通用具使用者：通勤距離に応じて 2,000 円～ 24,500 円 同じ

単身赴任手当 23,000 円＋距離区分による加算額 同じ

宿日直手当 一般の宿日直 4,200 円／回
特別の宿日直（常直） 21,000 円／月 同じ

時間外勤務手当 正規の時間を超えて勤務した全時間に対して支給
（勤務１時間当たりの給与額× 125/100 ～ 175/100） 同じ

休日勤務手当
祝日法による休日および年末年始の休日において正規の勤務時間中に勤
務した全時間に対して支給

（勤務１時間当たりの給与額× 135/100）
同じ

夜間勤務手当
正規の勤務時間として午後 10 時から翌日午前 5 時までの間に勤務した全
時間に対して支給

（勤務１時間当たりの給与額× 25/100）
同じ

管理職手当 管理職員（医師を含む）に対して支給
（職務に応じて　27,000 円～ 134,000 円） 支給額が異なる

管理職員特別勤務手当 管理職員が臨時または緊急の必要により週休日等に勤務した場合に支給 
（１回につき 10,000 円を超えない範囲） 支給額が異なる

特殊勤務手当の状況（平成 24 年４月１日現在）

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

防疫手当 防疫作業に従事した職員 感染症の患者等の救護作業または感染症
の病原体の付着した物件等の処理業務 日額 290 円

行路死亡人取扱手当 行路死亡人の収容業務に従事した職員 行路死亡人の収容業務 １体 2,000 円

医師手当 医療または医療に関する研究に従事する
医師 医療または医療に関する研究

給料月額に 5/100 を乗じて得
た額に月額 40 万円以内の額を
加算した額

業務手当 病院および診療所に勤務する医師 病院および診療所の業務 給料月額の 10/100
へき地診療手当 へき地の巡回診療に従事した医師 へき地の巡回診療業務 １回 5,500 円
当直医手当 当直勤務に従事する医師 当直業務 １回 19,000 円

夜間看護手当 深夜の看護業務に従事した助産師・看護
師もしくは准看護師

一部または全部が深夜において行われる
看護等の業務

２時間未満  2,000 円
２時間以上４時間未満 2,900 円
４時間以上 3,300 円

待機手当 病院の医師および臨床検査科、臨床工学
科職員または手術に従事した看護科職員

業務のため待機を命ぜられ待機をしたと
き

医師 １回 3,000 円
その他の職員 １回 1,750 円

はしご業務手当 はしご付消防自動車の運転および作業に
従事した消防職員

はしご付消防ポンプ自動車の運転および
作業 １勤務日 200 円

救急業務手当 救急業務に従事した消防職員 救急業務 １回 150 円
潜水業務手当 潜水業務に従事した消防職員 潜水業務 １回 300 円

夜間特殊業務手当
深夜の有線電気通信設備、無線通信設備
の運用または保守業務に従事した消防職
員

一部が深夜において行われる業務 ２時間以上 300 円
２時間未満 200 円

（備考）　特殊勤務手当は、著しく危険、不快、不健康または困難であるなど特殊な勤務に従事する職員に支給される手当です。
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期末・勤勉手当の状況（平成 24 年４月１日現在）

　区　分　 期末手当 勤勉手当
６月期 1.225 月分 0.675 月分
12 月期 1.375 月分 0.675 月分

計 2.600 月分 1.350 月分

加算措置 職務の級等による加算措置有
（５～ 15%）

退職手当の状況（平成 24 年４月１日現在）
区　分 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50月分 32.76月分
勤続 25 年 33.50月分 41.34月分
勤続 35 年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（２～ 20％加算）

退職時特別昇給 無し

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成 24 年４月１日現在）
勤務時間

開始時刻 終了時刻 休憩時間 休息時間�
（※勤務時間に含まれる） 1日の勤務時間 （備考）　

職場や職種によっては、左記と異
なる場合があります。8:30 17:15 45 分 30 分 8 時間

休暇等
①勤務を要しない日等
　ア　日曜日および土曜日
　イ　祝日法による休日
　ウ　12 月 29 日から翌年１月３日まで
（備考）職場や職種によっては、上記と異なる場合があります。

②年次有給休暇
　１年間に 20 日
　ただし、採用初年度は、採用月により 20 日未満を付与。
　また、２年目以降は 20 日を限度として繰り越し。

③病気休暇
病気の態様 期　間

公務上の負傷または疾病 その療養に必要な期間

結核性疾患 1年を超えない範囲内でその療養に
必要な期間

前記以外の負傷・疾病 90 日を超えない範囲内でその療養に
必要な期間

職員の分限処分および懲戒処分の状況（平成 23 年度）
�

処分内容 処分者数（人） 処分事由 （分限処分）　
分限処分とは、公務能率の維持のため、職員の身分保障を前提
にしつつ、職員に不利益な身分変動をもたらす処分です。

（懲戒処分）　
懲戒処分とは、職員の義務違反に対する、道義的責任を負わせ、
制裁を行う処分です。

分
限
処
分

免　　職 0 　
降　　任 0 　
休　　職 6 心身の故障等による長期休養
降　　格 0 　
失　　職 0 　

懲
戒
処
分
な
ど

免　　職 0 　
停　　職 0 　
減　　給 0 　
戒　　告 1 職務義務違反
訓告など 0 　

特別職等の報酬等の状況（平成 24 年４月１日現在）

区　分 支　給　額　等 （備考）
　平成22年７月から、
市長の給料については
20％減額、副市長およ
び教育長については
15％減額して支給され
ています。（　）内の
額が条例に規定されて
いる給料額です。
　議員報酬については、
平成22年７月から５％
減額して支給されてい
ます。（　）内の額が
条例に規定されている
報酬額です。

給
料

市　 長
副 市 長
教 育 長

691,200 円　（　864,000 円　）
554,200 円　（　652,000 円　）
532,950 円　（　627,000 円　）

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

388,550 円　（　409,000 円　）
309,700 円　（　326,000 円　）
287,850 円　（　303,000 円　）

期
末
手
当

市 長
副 市 長
教 育 長
議 員

（平成 24 年度支給割合） 
　2.95 月分

退
職
手
当

市　 長
副 市 長
教 育 長

（算定方式）
給料月額× 420/100 ×在職年数
給料月額× 300/100 ×在職年数
給料月額× 300/100 ×在職年数

（支給時期）　　　　　　
退職（任期満了を含む。）したとき

④特別休暇
項　目 期　間

骨髄移植提供のための休暇 必要と認められる期間
ボランティア休暇 ５日の範囲内の期間
結婚休暇 ５日　　〃
産前・産後休暇 産前８週間、産後８週間
職員の妻の出産 ２日の範囲内
子（小学校就学の始期に達するまでの
子）の看護休暇 ５日　〃　　　

生理休暇 ２日　〃

職員の親族が死亡した場合 親族に応じ、1 日から 10
日までの連続した日数

父母の法要（父母の死亡後 15 年内に
行われるものに限る） １日の範囲内

夏季休暇 ７月から９月までの期間
における３日の範囲内

以上のほか、全 23 種類

⑤介護休暇　　６カ月の範囲内（無給）

⑥育児休業　　子が３歳に達する日まで（無給）

⑦組合休暇　　年 30 日（無給）
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職員の服務の状況（地方公務員法に基づく職員の義務等）
（1）全体の奉仕者　

採用時、全体の奉仕者として、公共の利益のために専念する旨等を宣誓させています。
（2）職務に専念する義務

職員は、勤務時間中においては、その注意力のすべてを職責遂行のために注ぐよう義務付けられています。
例外として、法令等に定めのある場合に限り、限定的にその義務を免除しています。
（例）　①研修（自己研修等）②健診・人間ドック、献血等③その他任命権者が認めるもの（消防団活動、県民体育大会

　　等の選手・監督等）
（3）信用失墜行為の禁止

職員がその職の信用を傷つけたり、職員全体の不名誉となる行為を行うことは厳に禁止されています。
なお、本市は、公務員倫理の確保に必要な事項を出水市職員倫理条例に規定するなど、信用失墜行為の防止に努めてい
ます。

（4）政治的行為の制限、争議行為等の禁止
職員は、政治的中立性の確保、政治的影響からの保護の必要性から、政治的行為が制限されています。また、全体の奉
仕者として、公共の福祉のために勤務するという地位にあることから、争議行為等が禁止されています。

（5）営利企業等への従事制限
職員は、許可を得なければ、私企業等への従事、または私企業の経営等を行ってはならないとされています。
許可する例としては、法令等に定めのある場合に限り、次のようなものが挙げられます。
（例）消防団従事、各種統計調査への従事等

（6）その他
以上のほか、職員には、法令および職務命令に従う義務、秘密を守る義務が課されています。

職員の研修および勤務成績の評定の状況
職員研修の状況（平成 23 年度実績）

研　　修　　名 研修場所等 受講人員
階層別（初級、中級、主査、係長、
課長補佐、課長）職員研修

鹿児島県自治研修
センター 71 人

行政法研修等特別研修 　　　　〃 38 人
自治大学校派遣研修 東京都立川市 １人
市町村アカデミー研修 千葉市 ６人
日本経営協会主催行政専門事務講座 福岡市 ８人
さつま出水青年会議所派遣研修 勤務時間外に従事 ２人
メンタルヘルス研修 庁内 129 人
出水市活性化プロジェクト研修 庁内 18 人
接遇・クレーム対応研修 庁内 57 人
法制執務研修 庁内 20 人
やねだん故郷創世塾 鹿屋市串良町 ６人
人権同和問題研修 中央公民館 88 人
窓口サービスステップアップ研修 庁内 137 人

職員の福祉および利益の保護の状況
出水市職員互助会の主な事業（平成 23 年度実績）

　給付事業
種　　　別 事　業　内　容 給　付　額 人員等

人間ドック補助金 会員が人間ドックを利用した場合

１日ドック 10,000 円 67 人
２日ドック 20,000 円 167 人
脳ドック 10,000 円 15 人
ＰＥＴ等の検診 30,000 円 0 人
配偶者ドック 5,000 円 27 人

スポーツ事業 市主催等事業に市役所チームとして
参加した場合 競技参加者 1 人 1,000 円 47 人

自主厚生事業 スポーツ、文化活動を目的に活動し
ている団体 構成員 1 人につき 500 円 6 団体

肥薩おれんじ鉄道
利用促進事業

課内旅行や家族旅行におれんじ鉄道
を利用、イベント列車利用した場合 1 人につき 2,000 円 家族旅行　5 件

ｲﾍﾞﾝﾄ列車　1 件
宿泊助成事業 会員が宿泊を伴う旅行をした場合 1 人につき 2,000 円 532 人

家族会交流会助成 ボランティア活動等を実施して交流
を行った場合 1 人につき 1,000 円 18 人

職場交流会助成 職場内での交流を目的に交流会を開
催した場合 1 人につき 2,000 円 484 人

夏まつり助成事業 出水、高尾野、野田の夏祭りに市職
員として参加した場合 1 人につき 1,000 円 297 人

ツルを送るまつり 
参加助成事業

ツルを送るまつりに市職員として参
加した場合 1 チームあたり 15,000 円 2 チーム

職員の勤務成績の評定の状況

①　定期勤務評定（平成 24 年度～　人事評価試行）
　ア　評定の期間　毎年 4月から翌年 3月まで
　イ　評定項目

項　目 詳　細　項　目
実績 仕事の質・量、目標達成度

能力 知識・技術力、理解・判断力、企画立案力
表現・折衝力、指導・育成力

勤務態度 規律・倫理性、責任性、積極性
協調・連携性、革新性

　ウ　評定結果の活用方法　人事異動等、その他検討中

②　その他の勤務評定
　条件附採用期間満了時評定

職員健康診断事業等（平成 23 年度実績）

項　目 受診者数
定期健康診断（身体測定、血液検
査、心電図検査、胸部・胃部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ、
大腸がん検診等）

607 人

　出水市職員互助会は、条例により
設置され、職員の相互共済および福
利厚生に関する事業を行っています。
　その経費は、主に会員の会費で充
てられ、人間ドックのみ、市からの
補助金等も一部充てられています。

　問い合わせ先　

　本庁総務課職員係
　（☎６３－４０２３）
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市
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
生
活
の
中 

 

で
直
面
し
て
い
る
問
題
点
や
市
政
に
対
す

 

る
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
直
接
お
聴
き
し 

 
て
、 

今
後
の
市
政
推
進
に
役
立
て
る
た
め

 
に
市
政
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度

 

は
高
尾
野
・
野
田
地
域
を
対
象
と
し
、
計

 

４
カ
所
で
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
多

 

く
の
方
が
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

 

ま
す
。
対
象
者
は
、
各
小
学
校
区
（
大
字
）

 

の
居
住
者
と
し
ま
す
が
、
他
の
会
場
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日　
時　
　
10
月
31
日
（
水
）　

午
後
７
時
～
同
９
時

場　
所　
　
高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対　
象　
　
高
尾
野
、
下
水
流
小
学
校
区

日　
時　
　
11
月
２
日
（
金
）　

午
後
７
時
～
同
９
時

場　
所　
　
江
内
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ア

対　
象　
　
江
内
小
学
校
区

日　
時　
　
11
月
７
日
（
水
）　

午
後
７
時
～
同
９
時 

場　
所　
　
野
田
支
所
別
館
大
会
議
室

対　
象　
　
野
田
小
学
校
区

日　
時　
　
11
月
８
日
（
木
）　

午
後
７
時
～
同
９
時 

場　
所　
　
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

対　
象　
　
各
種
団
体
等

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
企
画
政
策
課
企
画
調
整
・
男
女
共
同
参
画
係

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
�
４
０
３
３
）

あ
な
た
の
声
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

高
尾
野
・
野
田
地
域
で
市
政
座
談
会
を
開
催

　「ふるさと出水特産市」、「農林水産まつり」、「飲食まつり」、
「くらしと木材まつり」、「フリーマーケット」など催し物が
盛りだくさんです。
　また、「交通安全フェア」、「市民健康まつり」、「環境フェ
スタ」、「盆栽展（出水公会堂）」も同時開催され、今年から、
出水地区小学校対抗一輪車競走大会（17 日（土）のみ）も
開催します。
　寒蘭展は 10 日（土）から 11 日（日）まで、および 12 月
１日（土）から２日（日）まで出水公会堂で開催します。
　多くの方のご来場をお待ちしています。
問い合わせ先
　本庁農林水産課産業政策係（☎６３－４０５５）

11月17日（土）　午前10時～午後５時
　　 18日（日）　午前 ９時～午後４時

市陸上競技場周辺等

山田昌巌３４５年祭

第 12 回
出水麓まつり
11 月３日（土）

午前９時〜午後３時
出水小学校前広場

　
出
水
地
頭
と
し
て
地
域
振
興

に
尽
力
し
た
山
田
昌
巌
の
遺
徳

を
し
の
ぶ
出
水
麓
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。

　
武
者
行
列
な
ど
、
出
水
麓
武

家
屋
敷
群
が
歴
史
絵
巻
に
彩
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
古
武
道
演
武
や
郷
土

芸
能
な
ど
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
麓
街
な
み
保
存
会

　（
☎
０
９
０

−

５
７
３
１
　

　

−

６
１
７
６
）
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市
で
は
、
市
街
地
お
よ
び
郊
外
に
お
け
る
土
地
利
用
の
混
在
化
や
無

秩
序
な
開
発
を
抑
制
し
、
健
全
な
都
市
環
境
と
豊
か
な
自
然
環
境
と
の

調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
中
で
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都
市
計
画
区
域
（
出
水
地
域
）、

高
尾
野
地
域
、
野
田
地
域
の
市
街
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
部
に
焦
点
を
あ

て
た
「
全
体
構
想
」、
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
す
「
地
域

別
構
想
」、
な
ら
び
に
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
「
実
現
化
方
策
」

か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
出
水
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）
に
つ
い
て
、
ご
意
見
等
を
募
集

し
ま
す
。

　

な
お
、
出
水
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
平
成
25
年
３
月
の

策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
件
名

　

出
水
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）

閲
覧
場
所

　

本
庁
都
市
計
画
課
、
本
庁
市
民
相
談
室
、
高
尾
野
支
所
地
域
振
興
室
、

　

野
田
支
所
地
域
振
興
室
、
米
ノ
津
公
会
堂
、
江
内
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ア
、

　

市
中
央
公
民
館
、
市
中
央
図
書
館
、
高
尾
野
図
書
館
、
野
田
図
書
館
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
期
間

　

11
月
１
日
（
木
）
～
同
30
日
（
金
）

提
出
方
法

　

ご
意
見
等
と
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
直
接
持
参
さ
れ
る
か
、
郵

　

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
送
り
く
だ
さ

　

い
。
様
式
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」　

　

→
「
行
政
」
→
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」
か
ら
も
意
見
の
入

　

力
が
で
き
ま
す
。

意
見
等
の
提
出
先

○
直
接
持
参
お
よ
び
郵
送
す
る
場
合　

本
庁
都
市
計
画
課
計
画
管
理
係

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
す
る
場
合　
　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
５
８
１
４
）

○
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
場
合　
　

tokei_c@
city.izum

i.kagoshim
a.jp

意
見
等
の
取
り
扱
い
・
公
表

　

ご
意
見
の
概
要
お
よ
び
市
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。

※
個
人
名
の
公
表
お
よ
び
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
都
市
計
画
課
計
画
管
理
係
（
☎
�
４
０
６
３
）

ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

出
水
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

平
成
24
年
分

所
得
税
、
市
・
県
民
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

障
害
者
控
除

　

所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
障
害

者
控
除
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
手

帳
に
よ
り
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

く
て
も
、
65
歳
以
上
で
一
定
の
基

準
を
満
た
す
方
は
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
同
じ
く
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
認
定
書
は
、
市
役
所
に

申
請
し
、
審
査
基
準
を
満
た
す
方

に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
交
付
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
を
ご
持

参
の
上
、
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

対
象
者

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
寝

た
き
り
や
準
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
方
、
ま
た
、
障
害
者
手

帳
保
持
者
に
準
ず
る
身
体
の
状

態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、

　

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り

　

ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　

支
援
係
（
☎
�
４
０
５
３
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
４
）

税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

　

グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
０
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

　

ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）

　一般公用車を一般競争入札で売却します。
売却する自動車の概要　一般公用車　トヨタ　クラウン
　・初度登録年月　平成 16 年１月　・車検有効期限　平成 25 年１月 19 日
　・走行距離　50,130㌔（９月末日現在）　・最低売却価格　989,100 円
入札日時　11 月 28 日（水）午前 10 時
入札場所　本庁 201 会議室
売却する自動車の公開の日時および場所
　11 月 21 日（水）午前 10 時～正午　本庁公用車駐車場
入札説明書の交付（入札を希望される方は、入札説明書をお読みください。）
　入札に関する説明書（入札書を含む。）は、公開日の会場に来られた方に配
　布しますが、本庁財政課管財係、高尾野支所地域振興室、野田支所地域振
　興室でも随時交付しますので、必要な方は申し出てください。また、市ホー
　ムページでも閲覧およびダウンロードできます。
問い合わせ先
　本庁財政課管財係（☎６３－４０２６）

市
公
用
車
を
売
却
し
ま
す　

平
成
16
年
式
ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン
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■�ごあいさつ
�
　平成 24 年 4 月より肝臓内科外来（毎週水曜日）
を担当させていただいており、出水市の皆さまや
地域の先生方には大変お世話になっております。
　本年 4月には、嵜山副院長（消化器疾患センター
長）をはじめとして計５人の常勤医が鹿児島大学
消化器・生活習慣病科（旧第二内科）より派遣さ
れ、出水総合医療センターでの消化器・腎臓病疾
患の診療を行っております。
　肝臓病診療に関しては従来、隔週水曜日に非常
勤医が外来を担当させていただいておりました
が、出水地区での肝臓病診療の拡充のために外来
を毎週水曜日とすることとなりました。
�
　私自身は鹿児島逓信病院肝臓内科に勤務してお
りますが、鹿児島大学消化器内科の一員として出
水総合医療センターと鹿児島大学附属病院との連
携にも携わりたいと考えております。
　肝臓病疾患に関する治療は、肝細胞がんに対す
る分子標的治療薬、あるいはC型肝炎ウイルスに
対する 3剤併用インターフェロン治療（ペグイン
ターフェロン +レベトール +テラプレビル）等、
専門医の使用が望ましいとされている薬剤治療が
増えております。
�
　出水地区においても、最新の肝臓病治療を導入
できるよう体制を整えたいと考えておりますの

で、当院肝臓内科外来をご利用いただければ幸い
です。
　出水地区の消化器・腎臓病疾患診療に関しては
鹿児島大学消化器・生活習慣病科による支援体制
が整いつつあり、嵜山副院長を筆頭に出水総合医
療センターでの高度医療をより充実させ、市民の
皆さまや地域の先生方のご要望にお答えできるよ
う努力したいと思いますので、今後ともご指導、
ご支援よろしくお願いいたします。
�
■�自己紹介
�
　昭和 60 年鹿児島大学医学部卒業後より、鹿児
島大学旧第二内科（現消化器科・生活習慣病科）
に入局し、以後肝臓グループに所属しております。
宮崎大学医学部付属病院、宮崎医療センター病院
消化器 ･肝臓病センター、鹿児島市立病院消化器
科勤務を経て、平成 23 年 4 月より日本郵政株式
会社鹿児島逓信病院肝臓内科部長として勤務して
おります。
　現在まで、肝臓病の診療、なかでも肝細胞がん
の経皮的治療、食道胃静脈瘤の内視鏡的治療を主
に従事させていただいております。
　さらに三女の父、一妻の夫として家庭と仕事を
両立させるべく日々奮闘しております。
�
�

肝臓内科医師のご紹介
肝臓内科　非常勤医師　

　堀
ほり

　剛
たけし

　先生　

出水総合医療センター

主な所属学会、資格等
　日本内科学会 ( 認定医 )
　日本肝臓学会 ( 指導医 ･ 西部会評議員 )
　日本消化器病学会 ( 指導医 ･ 学会評議員 )
　日本消化器内視鏡学会 ( 指導医 ･ 支部評議員 )
現任地  鹿児島逓信病院

肝臓内科�堀先生の診療は毎週水曜日の午前です。
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病院事業職員採用試験を実施
　平成 25 年度採用の出水市病院事業職員採用試験を次のとおり行います。

職種、採用予定人員および受験資格

試験日時　12 月２日 ( 日 )　　午前８時 30 分受け付け開始　同９時試験開始
試験会場　出水総合医療センター
試験内容　教養試験、作文試験、個人面接。ただし、診療放射線技師は個人面接のみ。
受験申込受付期間
　11 月１日（木）から同 20 日（火）の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。また、郵送の場合も、11 月
　20 日（火）必着のこと。土曜日・日曜日および祝日を除きます。
受験手続き
　受験申込書（出水総合医療センター経営企画課、高尾野診療所および野田診療所ならびに本庁市民生活課
　市民相談室、高尾野支所地域振興室、野田支所地域振興室に準備します。また、出水総合医療センターお
　よび市のホームページにも掲載します。）に必要事項を記入し、出水総合医療センター経営企画課に提出し
　てください。なお受験申込書の請求および提出は郵送でも可能です。請求する場合は、封筒の表に「受験
　申込書請求」と朱書きし、あて先を明記した返信用の角型２号封筒 ( Ａ４判が入るもの）に 120 円切手を
　貼付してください。
受験申込・問い合わせ先
　〒８９９ｰ０１３１　出水市明神町５２０番地
　出水総合医療センター経営企画課総務係　（☎６７ｰ１６１１、内線１２３０）

婦
人
科
の
外
来
診
察
日
が

月
曜
日
と
水
曜
日
の
週
２
回
に
な
り
ま
し
た

 　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
鹿
児
島
大
学
の
ご
協

力
に
よ
り
、
週
１
回
、
婦
人
科
の
診
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
10

月
か
ら
熊
本
大
学
か
ら
も
ご
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
外
来

診
察
日
が
週
２
回
に
な
り
ま
し
た
。

　

診
察
日
、
診
療
時
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
室
（
☎
�
１
６
１
１
）

診 療 科 婦　人　科 

診 察 日 毎週月曜日 毎週水曜日（新規）

診療時間 午前 9 時～ 午後 1時 30分～

受付時間

○初診の方
午前 7 時 45 分～同 11 時
( １番受付にお越しくださ
い。）
 
○再診の方
午前 6 時 45 分～同 11 時
( 自動再来受付機をご利用
ください。）

午後 1 時～同 4 時

担当医師 鹿児島大学病院医師 熊本大学病院医師

職 種 お よ び
採用予定人員

受　　験　　資　　格
（①、②いずれの要件も満たす者とします）

理学療法士
３人

① 昭和 58 年４月２日以降に生まれた者
② 理学療法士の免許を有する者または平成 24 年度の国家試験で取得する見込みの者

作業療法士
３人

① 昭和 58 年４月２日以降に生まれた者
② 作業療法士の免許を有する者または平成 24 年度の国家試験で取得する見込みの者

言語聴覚士
１人

① 昭和 58 年４月２日以降に生まれた者
② 言語聴覚士の免許を有する者または平成 24 年度の国家試験で取得する見込みの者

診療放射線技師
若干名

① 昭和 48 年４月２日以降に生まれた者
② 検診マンモグラフィ撮影認定診療放射線技師で、かつ採用時点で５年以上の実務経験がある女性
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ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
方
法

　

参
加
店
舗
で
フ
ェ
ア
料
理
を
１

　

品
食
べ
る
と
、
ス
タ
ン
プ
を
１

　

個
押
印
し
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
賞　
　
　
　
　

○
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞

　

ス
タ
ン
プ
を
９
個
（
肉
４
個
、

　

エ
ビ
４
個
＋
肉
・
エ
ビ
い
ず
れ

　

か
１
個
）集
め
て
応
募
す
る
と
、

　

応
募
者
全
員
に
参
加
店
舗
共
通

　

食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
共
通

　

食
事
券
の
額
は
、
食
事
券
総
額

　

10
万
円
分
を
応
募
者
数
で
均
等

　

割
り
し
た
額
。

○
ビ
ン
ゴ
賞

　

１
列
揃
え
る
と
、
抽
選
で
70
人

　

に
１
０
０
０
円
分
の
参
加
店
舗

　

共
通
食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

農
林
水
産
総
務
課

   （
☎
０
９
９
６

－

２
５

－

５
５

　

０
３
）

　

水
俣
芦
北
地
域
観
光
推
進
協
議

　

会
（
☎
０
９
６
６

－

８
２

－

　

４
４
４
５
）

　

学
校
、
家
庭
お
よ
び
地
域
住
民

そ
の
他
青
少
年
育
成
関
係
者
が
一

堂
に
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

責
任
を
認
識
す
る
機
会
と
し
て
、

「
出
水
市
す
こ
や
か
な
青
少
年
を

育
む
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
心
の
元
気
な
子
ど
も
を
育
て

る
～
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
～
」

と
題
し
て
鹿
児
島
大
学
講
師
森
藤

悦
子
氏
に
よ
る
子
育
て
講
演
会
や

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
大
会
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
行
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
11
月
10
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～
同
4
時
50
分

会　
場　
市
音
楽
ホ
ー
ル
・
中
央

　

公
民
館
・
総
合
体
育
館

内　
容 催

　
　
　
し

催
　
　
　
し

子
育
て
が
楽
し
く
な
る
集
い

○
出
水
市
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ

　

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

○
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・
優
良
子
ど

　

も
会
表
彰
式

○
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品

　

発
表

○
子
ど
も
会
活
動
事
例
発
表

○
講
演
会
・
分
科
会

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
大
会

参
加
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先　
市
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

太
陽
光
で
発
電
し
て
動
く
キ
ッ

ト
（
ソ
ー
ラ
ー
か
も
め
）
の
組
み

立
て
を
通
し
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
組
み
立

て
た
キ
ッ
ト
は
差
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
イ
ベ
ン
ト
は
出
水
市
大

産
業
祭
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で

す
。

楽しいチャレンジランキング大会

子育てが楽しくなる講演会

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う

日　
時　
11
月
17
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

対
象
者　
市
内
の
小
学
４
年
生
か

　

ら
６
年
生
ま
で
の
児
童

定　
員　
先
着
20
人

参
加
料　
無　

料

申
込
方
法

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

鹿
児
島
は
「
北
薩
摩
い
ろ
色
お

肉
フ
ェ
ア
」、
熊
本
は
「
み
な
ま

た
あ
し
き
た
海
老
い
ろ
色
フ
ェ

ア
」
で
料
理
対
決
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た

地
元
産
の
肉
料
理
を
、
そ
し
て
お

隣
熊
本
の
エ
ビ
料
理
を
こ
の
機
会

に
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

フ
ェ
ア
料
理
を
食
べ
た
方
を
対
象

に
す
て
き
な
特
典
が
も
ら
え
る
鹿

児
島
熊
本
合
同
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
フ
ェ
ア
料
理
や
参
加
店

舗
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
、
市
役
所
な
ど
に
あ
り
ま
す
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
フ
ェ
ア
は
12
月
２
日
ま
で
で

す
の
で
、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

「
に
く
」　
対　
「
エ
ビ
」

軍
配
は
あ
な
た
の
舌
で
！

検
索

水
俣
芦
北
地
域
観
光
推
進
協
議
会
検
索

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

広報いずみ 2012（平成 24 年）11 月 10



　

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
に
至

る
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
を
演
奏
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
15
日
（
木
）

　

午
後
５
時
開
場

　

同
６
時
開
演

場　
所　
市
文
化
会
館

入
場
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
安
全
安
心
推
進
室 

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
商
業
高
等
学
校

　
（
☎
�
１
０
６
９
）

　

宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ
の
華
や
か
な

衣
装
、
き
ら
び
や
か
な
歌
と
ダ
ン

ス
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
！

メ
イ
ン
キ
ャ
ス
ト

　

峰　

さ
を
理
（
星
組
出
身
）

　

高　

汐
巴
（
花
組
出
身
）

　

平　

み
ち
（
雪
組
出
身
）

日　
時　
２
月
２
日
（
土
） 

　

午
後
６
時
開
場

　

同
６
時
30
分
開
演 

会　
場　
市
文
化
会
館 

入
場
料

○
Ｓ
席　

５
千
円

○
Ａ
席　

４
５
０
０
円 

※
高
校
生
以
下
は
Ｓ
席
３
千
円
、

　

Ａ
席
は
２
５
０
０
円
で
す
。 

　

野
鳥
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
18
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
同
11
時

場　
所　

　

荒
崎
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
周
辺

対　
象　
幼
児
以
上

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

定　
員　
20
人

参
加
費　
無　

料

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み　
　

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
の
演
奏
や
ピ
ン
ク
レ
デ

ィ
ー
メ
ド
レ
ー
の
演
奏
な
ど
一
度

は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
曲
の
披

露
も
あ
り
ま
す
。

日　
時　
11
月
17
日
（
土
）　　

　

午
後
１
時
30
分
開
場

　

同
２
時
開
演

場　
所　

　

高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

　

ー
ツ
ル
や
冬
の
鳥
を
観
察
し
よ

う
！

　

せ
ん
。 

 

※
先
着
順
の
販
売
と
な
り
ま
す
の

　

で
、
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ

　

い
。

※
発
売
日
の
み
、
お
ひ
と
り
４
枚

　

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
就
学
前
の
お
子
さ
ま
の
入
場
・

　

同
伴
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る

　

場
合
は
１
月
10
日
（
木
）
ま
で

　

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

   

★
全
席
指
定
席
★ 

 

前
売
券
発
売
開
始
日
時

　

11
月
11
日
（
日
）　

午
前
10
時 

前
売
券
販
売
所　

　

出
水
市
中
央
公
民
館
・
亜
土
利

　

絵
・
諏
訪
書
店
・
金
海
堂
出
水

　

店
・
安
易
屋
衣
料
品
店
・
南
日

　

本
新
聞
社
野
田
販
売
所
・
セ
ブ

　

ン
プ
ラ
ザ
エ
ジ
ソ
ン
館
（
前
田

　

電
器
）

※
前
売
券
は
、
販
売
所
で
取
り
扱

　

う
席
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
ご

　

購
入
の
際
は
、
各
販
売
所
の
取

　

り
扱
い
席
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
電
話
等
に
よ
る
予
約
は
で
き
ま

５
年
ぶ
り

商
業
高
校
吹
奏
学
部定期

演
奏
会

宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ
グ
ラ
ン
ド

シ
ョ
ー
「
サ
・
セ
・
パ
リ
Ⅱ
」

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37
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南日本新聞社野田販売

諏訪書店亜土利絵

安易屋衣料品金海堂

出水市中央公民館

セブンプラザエジソン館（前田電

Ａ席Ａ席

Ｓ席
Ｓ席

ＰＡ席（販売できませ

陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊

演
奏
会物産直売所 「山ん神」

10 周年記念感謝セール

日時　11 月４日 （日）

　　　　午前８時～午後５時

問い合わせ先

　山ん神 （☎８２－４６１５）
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午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

11
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
所　
鹿
児
島
刑
務
所

　
（
湧
水
町
）

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
刑
務
所

　
（
☎
０
９
９
５

－
７
５

－

２
０

　

２
５
）

　

健
康
づ
く
り
教
室
（
ヘ
ル
シ
ー

教
室
）
下
半
期
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。 

 
 

　

若
々
し
い
血
管
を
保
つ
た
め

に
、病
気
の
こ
と
に
つ
い
て
学
び
、

食
事
・
運
動
な
ど
日
常
生
活
の
改

善
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ

う
。

　

体
重
・
体
脂
肪
が
気
に
な
る
方
、

運
動
を
習
慣
化
し
た
い
方
、
食
生

活
を
見
直
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

受
講
料　
調
理
実
習
時
、
材
料
代

　

４
０
０
円
程
度
必
要 

 

申
込
期
限
日　
11
月
５
日
（
月
）

申
込
方
法

　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。 

 

開
催
日
程

　

午
前
９
時
30
分
～
同
11
時
30
分

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
等
を
巡
る
婚

活
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

期　
日　
12
月
１
日
（
土
）

場　
所　
市
内
一
円

参
加
資
格

　

25
歳
以
上
45
歳
以
下
の
未
婚
の

　

男
女

定　
員 

　

男
性
女
性
そ
れ
ぞ
れ
15
人

参
加
料

○
男
性　

５
千
円

○
女
性　

３
千
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
商
工
会
議
所

　
「
鶴
恋
パ
ー
テ
ィ
ー
」
事
務
局

　
（
☎
�
１
３
３
７
）

水
俣
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
・
秋

　

７
５
０
種
類
６
５
０
０
株
の
バ

ラ
が
咲
く
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
バ
ラ

園
で
は
、
秋
バ
ラ
の
開
花
に
あ
わ

せ
て
、
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
ま
す
。
11
日（
日
）と
18
日（
日
）

は
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
、
ス
ケ
ッ

チ
大
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間　
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

　

～
同
18
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
先

す
て
き
な
出
会
い
が
き
っ
と

あ
る
「
鶴
恋
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　

水
俣
市
商
工
観
光
振
興
課　

　
（
☎
０
９
６
６

－

６
１

－

１
６

　

２
９
）

地
域
医
療
に
つ
い
て
語
ろ
う
！

　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
第
７
回
目
の
市
民
懇
話
会

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地

域
医
療
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る

方
、
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
に
ご
意
見
の
あ
る
方
、
過
去
６

回
の
懇
話
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
自
由
な
発
想
で
幅
広
い
意
見

交
換
を
目
指
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
13
日
（
火
）

　

午
後
６
時
開
場

　

同
６
時
30
分
開
演

場　
所　
水
俣
市
総
合
も
や
い
直

　

し
セ
ン
タ
ー

　
（
水
俣
市
牧
ノ
内
３

－

１
）

参
加
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

総
務
課
（
☎
０
９
６
６

－

６
３

　
－

２
１
０
１　

内
線
５
８
１
）

　

パ
ネ
ル
展
示
等
に
よ
る
所
内
生

活
の
紹
介
、
施
設
見
学
、
刑
務
所

作
業
製
品
な
ど
の
展
示
・
販
売
を

行
い
ま
す
。

日　
時　
11
月
３
日
（
土
）

お
れ
ん
じ
鉄
道
に
乗
っ
て

水
俣
へ
Ｇ
Ｏ
！

鹿
児
島
刑
務
所
矯
正
展

※
調
理
実
習
の
日
は
午
後
１
時
終

　

了
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
２
１
４
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　

２
８
１
９
）

　

訓
練
内
容
は
介
護
の
学
科
、
実

技
、実
習
の
合
計
３
１
２
時
間
で
、

訓
練
終
了
時
２
級
ヘ
ル
パ
ー
資
格

が
取
得
で
き
ま
す
。

訓
練
期
間

　

平
成
25
年
１
月
18
日
（
金
）
～

　

４
月
17
日
（
水
）

訓
練
場
所

　

ニ
チ
イ
学
館
出
水
校

定　
員　
20
人

募
集
期
間

　

11
月
12
日
（
月
）
～
12
月
25
日

　
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０
２

　

０
７
）

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

体
重
・
体
脂
肪
が
減
る

場所
期　　日

（第１火曜日）
内　　容 場所

期　　日 
（第３水曜日）

内　　容 場所
期　　日 

（第２金曜日）
内　　容

市
武
道
館

12 月 4 日
効果的な運動で
脱メタボ 
健口体操よ～い歯！

高
尾
野
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

11 月 21 日
効果的な運動で
脱メタボ 
健口体操よ～い歯！ 野

田
保
健
セ
ン
タ
ー

11 月 9 日
めざそう！快適血液
サラサラ食生活

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

1 月 8 日
めざそう！快適血液
サラサラ食生活

12 月 19 日
めざそう！快適血液
サラサラ食生活

12 月 14 日
調理実習 
塩分控えめヘルシー
レシピ

2 月 5 日
調理実習 
塩分控えめヘルシー
レシピ

1 月 16 日
調理実習 
塩分控えめヘルシー
レシピ

1 月 11 日
効果的な運動で
脱メタボ 
健口体操よ～い歯！

介
護
・
福
祉
科
訓
練
生
を

募
集新鮮！安い！おいしい！

名護新鮮おさかな市

（毎月第２土曜日開催）

日時 ： 11 月 10 日 （土）

午前 11 時

場所 ：名護漁港
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対　
象

○
入
園
日
に
市
内
に
住
所
が
あ
る

　

幼
児

○
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
同
22

　

年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生
児

受
付
期
間　

　

11
月
15
日（
木
）～
同
26
日（
月
）

※
土
曜
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は

　

除
く
。

申
込
書
配
布
・
受
付
時
間

　

各
幼
稚
園
と
も
、
午
後
２
時
30

　

分
か
ら
同
５
時
ま
で

申
込
方
法　

　

各
幼
稚
園
、
本
庁
学
校
教
育
課

　

ま
た
は
各
教
育
支
所
に
備
え
付

　

け
の
申
込
書
（
11
月
14
日
（
水
）

　

か
ら
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、
希
望
す
る
幼
稚
園
に

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
私
立
幼
稚
園
児
募
集
は
11
月
１

　

日
（
木
）
か
ら
と
な
っ
て
い
ま

　

す
。
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。
聖
母
幼
稚
園

　
（
☎
�
０
４
０
１
）、
慈
光
幼
稚

　

園
（
☎
�
２
９
３
１
）。

問
い
合
わ
せ
先

　

各
幼
稚
園
ま
た
は
本
庁
学
校
教

　

育
課
（
☎
�
４
０
７
９
）

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
入
所
を
希

望
す
る
市
内
保
育
園
の
児
童
の
入

所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
資
格 

　

次
の
事
由
で
保
護
者
に
よ
る
家

　

庭
保
育
が
で
き
な
い
児
童

○
保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
場
合

○
保
護
者
の
出
産
や
病
気

○
家
族
の
病
人
等
の
介
護

○
家
庭
が
災
害
等
に
遭
っ
た
場
合

○
保
護
者
が
求
職
中
の
場
合

受
付
期
間　
12
月
３
日
（
月
）
～

　

14
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　

分
申
込
方
法  

　

本
庁
こ
ど
も
課
、
高
尾
野
支
所

　

お
よ
び
野
田
支
所
の
市
民
福
祉

　

課
に
備
え
て
あ
る
入
所
申
込
書

　
（
11
月
19
日
か
ら
配
布
）
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
在
園
児
の
申
し
込
み
に

　

つ
い
て
は
、
保
育
園
を
通
じ
て

　

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
育
児
休
業
中
の
方
で
、
仕
事
に

　

復
帰
す
る
日
が
決
ま
っ
て
い
る

　

場
合
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
年
度
途
中
（
平
成
25
年
５
月
以

　

降
）
入
所
希
望
の
方
に
つ
い
て

　

も
受
付
期
間
中
に
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
後
も
随

　

時
受
け
付
け
ま
す
が
、
受
付
期

　

間
中
に
申
し
込
ま
れ
た
方
が
優

　

先
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先  

　

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設
係

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

　

祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
４
）

　

県
が
設
置
し
て
い
る
「
か
ご
し

ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
北
薩
地
区
に
居
住

の
方
を
対
象
と
し
た
巡
回
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
常
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
回

の
相
談
会
を
利
用
さ
れ
な
か
っ
た

方
も
電
話
・
メ
ー
ル
等
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　
時　
11
月
10
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
同
５
時
10
分

場　
所　
阿
久
根
市
民
会
館

対
象
者

　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー

　

ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
本
人

　

お
よ
び
保
護
者

費　
用　
無　

料

申
込
期
限
日　
11
月
３
日
（
土
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
相
談

　

セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
９

－

２
５
７

－

８
２

　

３
０
）

　
　

公
立
幼
稚
園
に
入
園
し
ま
せ

ん
か

幼　稚　園　名 募集予定人員 問い合わせ先
西出水小学校附属紫翠幼稚園  78 人  ☎ 63 － 2158

東出水小学校附属幼稚園  41 人  ☎ 63 － 2163

米ノ津小学校附属幼稚園  15 人  ☎ 67 － 2938

米ノ津東小学校附属幼稚園  70 人  ☎ 67 － 1023

切通小学校附属幼稚園  27 人  ☎ 67 － 2919

荘小学校附属幼稚園  27 人  ☎ 82 － 3670

野田小学校附属幼稚園 42 人  ☎ 84 － 2067

保
育
園
入
所
申
し
込
み
受
け

付
け
開
始

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー

ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
の
悩
み
を

聴
き
ま
す

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談松

まつした
下　良

よしのぶ
信　さん（64）

出水市の好きなところは？
　山あり　海あり　ゴルフ
場あり　食を遊びを満喫
出水市に望むことは？
　企業の誘致と若者に安定
した職を
ひと言
　私たちもお世話になる介
護施設の充実を
　みんなで出水市を良くす
っど

榎
え の き

木　美
み よ こ

代子　さん（66）
出水市の好きなところは？
　みかん山から見下ろす新
幹線、青い空と海、長島の風
車、天草の島々が見える自然
はすばらしい日本一の絶景
出水市に望むことは？
　あらゆる分野において 30
％の女性の登用をぜひ実現
してほしい
ひと言
　遊休農地をなくしましょう

元気ですね先輩！
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人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

時　
間

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

【
出
水
地
区
】

○
肱
岡　

彰
子　

氏

○
荒
木　

妙
子　

氏

○
椎
原　

京
子　

氏

○
上
籠　

俊
道　

氏

○
谷
口　
　

勇　

氏　

【
高
尾
野
地
区
】

○
畠
中　

大
喜　

氏

○
東
畠　

政
子　

氏

【
野
田
地
区
】

○
川
畑　

純
義　

氏

○
平
中　

す
み
子　

氏

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

　

生
活
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

　

活
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

救
済
推
進
協
会
で
は
交
通
事
故
に

遭
わ
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
交
通

事
故
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。　

　

損
害
賠
償
交
渉
の
進
め
方
や
、

保
険
金
額
、
後
遺
症
の
不
安
な
ど

に
つ
い
て
、
交
通
事
故
全
般
の
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
電
話
に

よ
る
ご
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

開
催
日　
11
月
11
日
（
日
）

※
以
後
、
原
則
と
し
て
毎
月
第
３

　

日
曜
日
に
開
催

時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所　
市
中
央
公
民
館

電
話
相
談
窓
口

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

　

救
済
推
進
協
会
出
水
会
場

　
（
☎
�
２
０
２
９
）

問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
総
務
課
安
全
安
心
推
進
室

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
を

　

弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
司
法
書
士
が
宅
地
建
物

取
引
に
係
る
無
料
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

日　
時　
11
月
８
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所　
市
中
央
公
民
館

相
談
内
容

○
宅
地
や
建
物
の
取
引
に
関
す
る

　

こ
と

○
税
金
に
関
す
る
こ
と

○
相
続
、
贈
与
に
関
す
る
こ
と

○
登
記
に
関
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

　

県
建
築
課
管
理
係

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
７

　

０
７
）

　　

11
月
１
日
（
木
）
午
前
10
時
か

ら
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
ツ
ル
供
養
、
一
部
景
品
付

き
の
紅
白
も
ち
投
げ
、
鹿
島
保
育

園
児
に
よ
る
鹿
島
太
鼓
披
露
な

ど
。ま
た
当
日
は
入
館
無
料
で
す
。

開
館
期
間

　

11
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月
24

　

日
（
無
休
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

入
館
料

○
大
人　

２
１
０
円

○
小
・
中
学
生　

１
０
０
円

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し

　

て
車
両
用
消
毒
槽
や
消
毒
マ
ッ

　

ト
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご
来

　

館
の
際
は
、
消
毒
に
ご
協
力
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

指
定
管
理
者
（
一
社
）
出
水
市

　

観
光
協
会
（
☎
�
３
０
３
０
）

　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
５
１
５
１
）

交
通
事
故
に
遭
っ
て
悩
ん
で

い
る
方
へ

宅
地
建
物
取
引
相
談

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

11
月
１
日
（
木
）
オ
ー
プ
ン

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

11 月は児童虐待防止月間
「気づくのは　あなたと地域の　心の目」 

　
　児童虐待は、身体や心を傷つけるばかりではなく、子どもの生命に危険を及ぼ
します。地域の方々が見守ることで、発生予防や早期発見につながります。
　あなたの周りに「気になる子ども、家庭」がありましたら、すぐに連絡してく
ださい。
　あなたの一報で次代を担う子どもが救われます。
　次のような子どもがいたら、児童虐待の可能性があります。
　・不自然な傷や打撲のあとがある　・着衣や髪の毛がいつも汚れている
　・表情が乏しい　・おどおどしている　・落ち着きがなく、乱暴になる
　・親を避けようとする　・夜遅くまで一人で遊んでいる
　
　「もしかしたら？」 と感じたら、 すぐに連絡してください。
　連絡した人の秘密は堅く守られます。
連絡・問い合わせ先
　出水市家庭児童相談室（☎６２－２６８８）
　鹿児島県中央児童相談所（☎０９９－２６４－３００３）

開催日 場　所

11月29日（木）野田支所別館会議室

12月４日（火）
市中央公民館

高尾野農村環境改
善センター
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
育
児
等
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い

方
（
お
ね
が
い
会
員
）
と
、
援
助
を
す
る
方
（
ま
か
せ
て
会
員
）
の
活
動

を
支
援
、
調
整
す
る
組
織
で
す
。 

 
 

 

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
と
き
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

★
急
な
用
事
で
保
育
所
に
送
っ
て
行
け
な
い
、
迎
え
に
行
け
な
い  

★
上
の
子
の
参
観
日
・
親
子
遠
足
な
ど
行
事
が
あ
る
と
き
下
の
子
の
世
話

　

を
し
て
ほ
し
い  

 
 

 
 

★
求
職
活
動
中
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
き
た
い
、
資
格
取
得
の
講
習
会
に

　

行
き
た
い 

 
 

 
 

 

★
子
ど
も
が
風
邪
気
味
で
学
校
を
休
ま
せ
た
い
け
ど
・
・
・ 

 

★
歯
が
痛
い
の
で
、
医
者
に
行
っ
て
い
る
間
、
こ
の
子
の
世
話
を
し
て
ほ

　

し
い  

 
 

 
 

★
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
コ
ン
サ
ー
ト
、
美
容
室
に
行
き
た
い
け
ど
・
・ 

 
 

 
 

 

　

９
月
27
日
に
開
催
し
た
第
３
回

出
水
市
家
庭
教
育
推
進
委
員
会
に

お
い
て
、
す
で
に
決
定
し
て
い
る

「
み
ん
な
で
ぎ
ゅ
っ

　

育
て

て
み
せ
る　

出
水
の
宝
子
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
家
庭
お
よ
び
地

域
の
教
育
力
の
向
上
の
た
め
に
次

の
重
点
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
達
成

を
図
る
た
め
の
重
点
施
策
を
決
定

し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

委
員
会
で
は
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
が
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
動

き
を
高
め
る
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

【
め
ざ
す
姿
】

　

あ
っ
た
か
家
庭

　

は
ぐ
く
む
学
校

　

さ
さ
え
る
地
域

　

つ
な
が
る
行
政

【
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
】

重
点
目
標

　

子
育
て
に
関
す
る
自
覚
と
意
識

　

の
高
揚

　

家
庭
教
育
４
項
目
の
推
進

　

①
あ
い
さ
つ
運
動

　

②
朝
食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

③
家
読
20
分
間
運
動

　

④
命
の
教
育

重
点
施
策　

　

家
庭
教
育
の
重
要
性
の
啓
発
活

　

動
の
展
開
・
充
実

出
水
市
家
庭
教
育
推
進
委
員

会
の
取
り
組
み

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動
の

　

促
進

　

親
が
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な

　

学
習
機
会
の
充
実

【
地
域
の
教
育
力
の
向
上
】

重
点
目
標

　
「
出
水
の
宝
子
」
と
し
て
の
子

　

育
て
支
援
体
制
づ
く
り

　

自
治
会
、
各
関
係
機
関
お
よ
び

　

行
政
と
の
連
携
強
化

　

子
育
て
支
援
団
体
・
グ
ル
ー
プ

　

等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

重
点
施
策

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
み
ん
な
で
ぎ
ゅ

　

っ

　

育
て
て
み
せ
る　

出

　

水
の
宝
子
」
と
決
意
の
標
の
啓

　

発
活
動

　

家
庭
教
育
地
域
見
守
り
隊
の
結

　

成
と
活
動
促
進

　

子
育
て
支
援
活
動
の
情
報
収
集

　

と
情
報
提
供

　

育
児
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い
方
！ 

育
児
の
援
助
を
し
た
い
方
！

ご
連
絡
く
だ
さ
い

（報酬基準）

区　　　　　分 １時間まで １時間を超え
る 30 分ごと

月曜日～金曜日（祝日を除く） 
午前７時～午後７時

一 般 ６００円 ３００円
軽度の病児 ７００円 ３５０円

上記以外 一 般 ７００円 ３５０円

※
１
時
間
に
満
た
な
い
場
合
は
１

　

時
間
で
計
算
し
ま
す
。 

 

※
同
一
世
帯
の
複
数
の
子
ど
も
を

　

預
か
る
と
き
は
、
２
人
目
か
ら

　

の
利
用
料
金
は
上
記
の
半
額
と

　

し
ま
す
。 

 
 

※
取
消
し
の
場
合
は
、
取
消
し
を

　

申
し
出
た
会
員
が
支
払
い
ま
す
。

　

当
日
取
消
し
・
・
上
記
基
準
に

　

よ
り
算
定
さ
れ
た
報
酬
の
半
額

　

無
断
取
消
し
・
・
全
額 

 

※
お
ね
が
い
会
員
は
、
ま
か
せ
て

　

会
員
が
援
助
に
要
す
る
食
事
（

　

お
や
つ
）
代
、
お
む
つ
代
な
ど

　

の
諸
経
費
を
負
担
し
た
と
き
は

　

そ
の
負
担
し
た
実
費
を
ま
か
せ

　

て
会
員
に
支
払
う
も
の
と
し
ま

　

す
。

※
ま
か
せ
て
会
員
が
児
童
を
迎
え

　

に
行
っ
て
自
宅
で
預
か
る
場
合
、

　

開
始
時
刻
は
自
宅
を
出
発
し
た

　

と
き
と
し
、
終
了
時
刻
は
お
ね

　

が
い
会
員
に
児
童
を
引
き
渡
し

　

た
と
き
と
し
ま
す
。 

 
 　

現
在
「
お
ね
が
い
会
員
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

出
水
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
利
用
す
る
予
定
の
な

い
方
で
も
事
前
に
登
録
で
き
ま

す
。 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　

ー
出
水
（
☎
�
２
４
２
３
）

保護者が手を携えて子どもを慈
しみ、その親子を家庭・学校・
地域が温かく支援し、みんなで
地域の宝子を見守り育てていこ
うという決意の標

○「おねがい会員」になれる方
・出水市内に居住または市内

の事業所に勤務する方
・生後５カ月以上の乳幼児ま

たは小学生の保護者

○「まかせて会員」になれる方
・出水市内にお住まいの20歳 
　 以上の方
・心身ともに健康で子育て支

 援に意欲のある方
・センターが実施する養成講

 習会を受講された方

援助活動の流れ

③援助活動
まかせて会員 おねがい会員

④報酬支払

②援助の申し込み 　　　　①援助の依頼

　ファミリーサポートセンター
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産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等
の

根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年
11
月
を

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
不
法
投
棄
防
止
啓
発

活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し

ま
す
。
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪

で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
不
法

投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見

つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」
と
い
う

意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い

住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
を
発
見
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

連
絡
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
衛
生
・
環
境

　

課
（
☎
０
９
９
６

－

２
３

－

３

　

１
６
７
）

　

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

　

課
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３

　

８
１
０
）

　

使
用
期
限
の
切
れ
た
農
薬
や
使

わ
な
く
な
っ
た
農
薬
な
ら
び
に
農

薬
の
空
容
器
を
有
料
で
回
収
し
ま

す
。

　

な
お
、
農
薬
の
回
収
は
年
１
回

で
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日　
時

　

11
月
19
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
同
11
時
30
分

回
収
場
所

　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所

　

資
材
セ
ン
タ
ー

処
理
経
費

　

農
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り

　

ま
す
が
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た

　

り
３
０
０
円
か
ら
１
１
０
０
円

　

程
度
。

※
水
銀
、
ヒ
素
剤
は
１
キ
ロ
グ
ラ

　

ム
あ
た
り
１
万
１
千
円
程
度

※
回
収
料
金
は
す
べ
て
現
金
扱
い

　

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

　
（
☎
�
４
０
５
６
）

　

高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課

　
（
☎
�
５
４
２
３
）

　

野
田
支
所
産
業
建
設
課

　
（
☎
�
４
８
１
６
）

　

市
で
は
有
機
農
法
に
よ
る
高
品

質
な
農
業
を
守
る
た
め
に
市
内
の

農
家
が
市
内
で
生
産
さ
れ
た
堆
肥

を
購
入
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ａ
本
所
（
☎
�
２
６
０
０
）

　

マ
ル
イ
農
協
（
☎
�
２
４
０
３
）

　

赤
鶏
農
協
（
☎
�
２
０
２
２
）

ごみの減量化とリサイクルにご協力ください！
出水市は、ごみの減量化へ向け、阿久根市、長島町といっしょに「ごみ減量大作戦」に取り組んでいます。

　リサイクルについては今までもご協力いただいていますが、紙類、廃プラスチック容器包装類、アルミ・
スチール缶などリサイクル可能なもの（資源ごみ）がまだまだたくさん混ざっている状況です。
　各家庭、各事業所でごみを出す際に、リサイクル可能なものがないか、もう一度チェックして、「資源ごみ」
として出してくださるようお願いします。

今回は、ペットボトルの分け方・出し方を紹介します。

※ペットボトル（５００ｍｌ）×５本のリサイクルで、ワイシャツ１枚分の繊維素材に再生することがで
　きます。

問い合わせ先　本庁市民生活課生活環境係（☎６３－４０４２）

不
法
投
棄

　
　
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！

スポーツの秋だ！もしもに備えて、

スポーツ安全保険に加入しよう！
申込・問い合わせ先
( 財 ) スポーツ安全協会鹿児島県支部

（☎０９９ー８１３ー１１０８）

農
業
用
廃
残
農
薬
を

　
　
　
　
　
　
回
収
し
ま
す

堆
肥
は
市
内
で
生
産
さ
れ
た

も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
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る
主
な
手
続
き
】

○
使
用
許
可
申
請
（
占
用
申
請
）

　

市
道
や
法
定
外
公
共
物
は
、
道

路
機
能
や
流
水
機
能
確
保
の
た
め

基
本
的
に
は
構
造
物
等
に
よ
る
占

用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

用
途
お
よ
び
目
的
を
防
げ
な
い
限

度
に
お
い
て
、
占
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

参
考
例

・
自
宅
前
の
水
路
に
橋
を
か
け
て

　

出
入
り
口
を
設
置
す
る
場
合

・
給
配
水
管
を
道
の
中
に
埋
設
し

　

て
使
用
す
る
場
合

○
工
事
施
行
承
認
申
請 

　

市
道
ま
た
は
法
定
外
公
共
物
に

お
い
て
、
敷
地
の
占
用
を
伴
わ
な

い
工
事
を
行
う
場
合
、道
路
機
能
・

構
造
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
工
事

の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

参
考
例

・
宅
地
進
入
路
確
保
の
た
め
、
縁

　

石
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
撤
去
す

　

る
場
合

・
里
道
を
舗
装
す
る
場
合

・
水
路
に
側
溝
を
布
設
す
る
場
合

○
境
界
確
定

　

個
人
の
土
地
に
隣
接
す
る
市
道

ま
た
は
法
定
外
公
共
物
と
の
境
界

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
関
係

者
の
立
会
い
に
よ
り
行
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
工
作
物
を
境

界
付
近
に
設
置
す
る
場
合
は
、
必

ず
境
界
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
用
途
廃
止
申
請

　
「
用
途
廃
止
」
と
は
、
法
定
外

公
共
物
（
行
政
財
産
）
と
し
て
の

機
能
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
そ

の
用
途
を
廃
止
し
て
、
普
通
財
産

に
移
管
す
る
手
続
き
で
す
。

　

機
能
が
な
く
な
り
用
途
廃
止
す

る
に
は
、
隣
接
地
所
有
者
お
よ
び

利
害
関
係
人
（
農
業
利
水
関
係
団

体
等
）な
ど
の
同
意
が
必
要
で
す
。

○
売
払
い
申
請 

　

用
途
廃
止
さ
れ
た
普
通
財
産
は

売
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
申
請
に
は
、
隣
地
所

有
者
・
利
害
関
係
人
（
農
業
利
水

関
係
団
体
等
）
の
同
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
譲
渡
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
に
関
す

る
詳
細
に
つ
い
て
は
道
路
河
川
課

管
理
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
道
路
河
川
課
管
理
係

　
（
☎
�
４
０
６
７
）

　

市
道
ま
た
は
法
定
外
公
共
物
の

境
界
付
近
に
工
作
物
（
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
）
を
設
置
す
る
場
合
は
、

必
ず
境
界
確
定
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
道
ま
た
は
法
定
外
公

共
物
を
工
事
施
行
す
る
場
合
は
、

工
事
施
行
承
認
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

【
法
定
外
公
共
物
と
は
】

　

公
共
物
の
う
ち
道
路
法
・
河
川

法
な
ど
の
適
用
ま
た
は
準
用
を
受

け
な
い
よ
う
な
規
模
の
道
路
や
河

川
を
「
法
定
外
公
共
物
」
と
言
い

ま
す
。

　
「
里
道
や
水
路
」
が
そ
の
代
表

的
な
も
の
で
、
地
籍
図
等
で
は

「
道
」
や
「
水
」
と
表
示
さ
れ
、

里
道
は
赤
色
、
水
路
は
青
色
に
着

色
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、赤
道
、

青
線
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【
市
道
や
法
定
外
公
共
物
に
関
す

市
道
・
里
道
・
水
路
の
境
界

付
近
を
工
事
す
る
と
き
は
注

意
！

日　
時　
11
月
21
日
（
水
）

　

午
後
２
時

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

宇
う じ の

治野　真
ま な

奈　さん（23）
出水市の好きなところは？
　すべて！

出水市に望むことは？
　企業が入りやすい環境を
つくって欲しい

丸
ま る た

田　祐
ゆ う じ

二　さん（39）
出水市の好きなところは？
　海・川・山などの近くにあ
る豊かな自然。優しくあたた
かい人たち
出水市に望むことは？
　子どもからお年寄りまで
明るく楽しく暮らせる活気
あるまちへ
ひと言
　 建 築 士 会 青 年 部 で 活 動
中！

集まれ応援団！

税務課からのお願い

市税は納期内に納めましょう。
忘れず・安心・便利な
　　　　　　　　『口座振替』

をおすすめします。

給
与
所
得
者
に
対
す
る

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催

水路（青線）

里道（赤線）
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介
護
施
設
や
福
祉
施
設
な
ど
の

福
祉
職
場
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

方
、
関
心
の
あ
る
方
お
よ
び
学
校

等
の
進
路
指
導
担
当
者
を
対
象
に

福
祉
職
場
の
人
事
担
当
者
が
就
職

面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
同
４
時

場　
所　

　

薩
摩
川
内
市
総
合
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
福
祉
協
議
会　

福
祉
人

　

材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
９

－

２
５
８

－

７
８

　

８
８
）

　

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
で
す
。
事
業
主
は
、
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
な
ど
の
労
働
保

険
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

労
働
保
険
は
政
府
が
管
理
、
運

営
し
て
い
る
強
制
的
な
保
険
で
あ

り
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を
１
人

で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
適
用
事
業
と

な
り
、
そ
の
事
業
主
は
労
働
保
険

の
成
立
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

福
祉
の
職
場
ミ
ニ
就
職
面
談

会
を
開
催

ん
。

　

ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
事
業
主

の
方
は
、
お
早
め
に
加
入
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
事
務
組
合
へ

手
続
き
を
委
託
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
（
出
水
市
公
共
職
業
安
定
所
）

　
（
☎
�
０
６
８
５
）　　
　

　

川
内
労
働
基
準
監
督
署

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

３
２

　

２
５
）

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
10
月
13

日
か
ら
改
正
さ
れ
、
時
間
額
で

６
５
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
最
低
賃
金
に
は
、
臨

時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結
婚
手

当
な
ど
）、
一
月
を
超
え
る
期
間

ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
賞
与

な
ど
）、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜

労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
、
精
皆

勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当

は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
、臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
県
下

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、

使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
て
最
低

賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け

事
業
主
の
み
な
さ
ん
！

労
働
保
険
の
加
入
は
お
済
み

で
す
か
？

最
低
賃
金
は

　
　
　
　
時
間
額
６
５
４
円

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次

の
産
業
は
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　
（
時
間
額
６
９
６
円
）

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　
（
時
間
額
６
７
６
円
）

○
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　
（
時
間
額
７
１
６
円
）

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　
（
☎
０
９
９

－

２
２
３

－

８
２

　

７
８
）

　

川
内
労
働
基
準
監
督
署

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

３
２

　

２
５
）

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
が
安
定
し
た

安
全
な
生
活
が
で
き
る
社
会
を
み

ん
な
で
支
え
合
っ
て
い
く
た
め
に

必
要
で
大
切
な
も
の
で
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
私

た
ち
の
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の

あ
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
し
く
み

や
目
的
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
期
間
「
租
税
教
室
」

の
開
催
や
、
市
内
の
小
・
中
学
生

が
作
成
し
た
「
税
に
関
す
る
書
道

や
ポ
ス
タ
ー
」を
市
中
央
公
民
館
、

高
尾
野
支
所
お
よ
び
野
田
支
所
に

展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

作
品
展
示
日
時
お
よ
び
場
所

○
11
月
６
日
（
火
）
～
18
日
（
日
）

　

市
中
央
公
民
館

○
11
月
５
日
（
月
）
～
26
日
（
月
）

　

高
尾
野
支
所
・
野
田
支
所

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ

て
の
方
が
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
の
申
告
の
必
要

が
な
い
方
も
、
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
個
人
課
税
部
門　

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

　

障
害
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
に
す
る
た
め
、
10
月

か
ら
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
人

へ
の
虐
待
に
対
し
、
法
的
な
措
置

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
虐
待
防
止
に
対
す
る
国
民
の

理
解
・
意
識
も
高
ま
り
、
障
害
者

虐
待
の
防
止
、
早
期
発
見
、
障
害

者
の
権
利
擁
護
が
図
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
障
害
者
へ
の
虐
待
に
関
し

て
通
報
や
相
談
等
を
受
け
る
窓
口

と
し
て
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
ま
す
。

障
害
者
の
虐
待
に
関
す
る
相
談
、

通
報
、
問
い
合
わ
せ
先

　

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係
内
）

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

税
を
考
え
て
み
よ
う

自
営
業
を
さ
れ
て
い
る
方
の

記
帳
・
帳
簿
の
保
存
制
度
が

変
わ
り
ま
す

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

を
開
設

出水市民大学事務局からの訂正とお詫び
　10月６日の講義で配布したプログラムにおいて、
講師プロフィールに一部誤りがありましたので、 訂
正してお詫びいたします。

【誤】 池田博幸氏…現在、 鹿児島大学教育学部
音楽科非常勤講師。 池田泰子氏…現在、 鹿児島
女子短期大学非常勤講師。
【正】 いずれも現在は講師を退任。
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11
月
５
日
（
月
）
か
ら
12
月
18

日
（
火
）
ま
で
、
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
検
診
を
申
し
込
ま

れ
た
方
に
は
、
受
診
票
お
よ
び
問

診
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
に
つ
い
て
は
、
対
象
年
齢
の

方
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手

帳
を
９
月
上
旬
に
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
受
診
票
お
よ
び
問
診
票

と
一
緒
に
検
診
当
日
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
発
病
や
そ
れ
に

伴
う
死
亡
は
、
50
歳
以
上
の
中
高

年
層
で
は
近
年
減
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
20
歳
代
で
は
増
加
し
て
き

て
い
ま
す
。
先
進
諸
国
で
は
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
を
60
～
80
％
の
女

性
が
受
診
し
て
い
ま
す
が
、
日
本

の
女
性
の
受
診
率
は
25
％
で
、
20

歳
代
の
人
は
４
％
し
か
受
診
し
て

い
ま
せ
ん
。
土
曜
・
日
曜
検
診
も

実
施
し
ま
す
。
ま
だ
お
申
し
込
み

で
な
い
方
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
は
工
事
等
の
関

係
で
、
検
診
会
場
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

検
診
を
受
診
し
て
、
さ
わ
や

か
健
康
生
活

迷
惑
を
お
か
け
し
て
誠
に
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
近
所
、
お
友

達
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
乗
り
合

わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
お
よ
び
手
帳
対

象
者
（
年
齢
は
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
）

子
宮
頸
が
ん

　

21
歳　

26
歳　

31
歳　

36
歳

　

41
歳

乳
が
ん

　

41
歳　

46
歳　

51
歳　

56
歳

　

61
歳

※
41
歳
の
方
は
、
子
宮
頸
が
ん
、

　

乳
が
ん
の
両
検
診
の
対
象
者
と

　

な
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２
１
４
３
）

　
働
く
婦
人
の
家
一
日
講
座

開講場所　　　働く婦人の家（保健センター２階）
対 象 者　　　女性（市内に居住または勤務）
申込方法　　　電話でお申し込みください
申 込 先　　　働く婦人の家（☎６３－２１８５）

「プリザーブドフラワーのクリスマスアレンジ」講座
お部屋に飾っても、プレゼントとしても・・・。

クリスマスに向けた素敵なアレンジメント作りです。
開 講 日　　　12月7日（金）
開講時間　　　午後1時30分～同3時30分
受 講 料　　　材料費　1,200円
講　　師　　　﨑田 郁子 氏　
申込締切日　　　11月28日（水）

　「手打ちそば」講座
　香り豊かな手打ちの十割そば。
　この機会に自分で打ってみませんか。

開 講 日　　　12月18日（火）
開講時間　　　午後1時～同4時
受 講 料　　　材料費　700円
講　　師　　　高尾野町「ふれあい館」の方々
申込締切日　　　12月5日（水）

 火災・救急状況

 出水市消防本部管内 （１月１日～９月３０日）

火 災    救 急

発生件数 うち建物 死     者 負 傷 者 出動件数 うち急病

出水市
15 件

（－８）

11 件

（－６）

１人

（＋１）

０人

（±０）

1600 件

（＋ 56）

857 人

（＋ 11）

※（　）内の数字は前年比

赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
（
こ
と
ば
）

　

今
回
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
言
葉
の

発
達
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
泣
く
こ
と
で
要
求

を
伝
え
ま
す
。「
泣
い
て
声
を
出
せ

ば
大
人
が
や
っ
て
き
て
気
持
ち
良

く
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
経
験
を

た
く
さ
ん
積
む
こ
と
で
、「
大
人
は

私
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
く
れ

る
」と
い
う
安
心
感
を
得
ま
す
。泣

い
た
と
き
に
あ
や
し
た
り
、
言
葉

か
け
す
る
こ
の
手
間
が
赤
ち
ゃ
ん

の「
言
葉
」に
つ
な
が
り
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
と
気
持
ち
が
通
い
合
う
こ

と
が
大
事
な
の
で
す
。

　

言
葉
は
、
あ
る
時
点
で
急
に
発

達
す
る
も
の
で
は
な
く
、
生
ま
れ

た
と
き
か
ら
の
ま
わ
り
の
大
人
と

の
自
然
な
か
か
わ
り
か
ら
、「
マ
ン

マ
」
や
「
ブ
ー
ブ
ー
」
と
い
っ
た

幼
児
語
言
葉
か
ら
、「
マ
マ
」、「
パ

パ
」、「
ワ
ン
ワ
ン
」
と
い
っ
た
単

語
言
葉
へ
、そ
し
て
「
お
な
か
、す

い
た
」
と
い
っ
た
２
語
文
へ
と
発

達
し
て
い
き
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
接
し
方
が
苦
手

と
い
う
人
も
い
ま
す
の
で
、「
言
葉

か
け
」
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

１�

赤
ち
ゃ
ん
の
動
き
を
ま
ね
て

み
る
…
同
じ
動
き
を
す
る
こ
と

で
大
人
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

る
。

２�

赤
ち
ゃ
ん
の
出
す
声
や
音
を

ま
ね
て
み
る
…
「
音
を
出
す
こ

と
」
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
。

３�

赤
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
を
言
葉

で
言
っ
て
あ
げ
る
。

４�

大
人
が
自
分
の
気
持
ち
を
口

に
す
る
…
赤
ち
ゃ
ん
は
自
分
の

行
動
を
口
に
す
る
大
人
の
姿
を

見
て
言
葉
の
意
味
を
知
る
よ
う

に
な
る
。

５�

子
供
が
間
違
え
た
言
葉
を
言

い
直
し
や
訂
正
す
る
の
で
は
な

く
、
さ
り
げ
な
く
正
し
い
言
葉

を
返
し
て
あ
げ
る
。

６�

こ
ど
も
の
言
葉
を
広
げ
て
返

す
。
…「
ワ
ン
ワ
ン
き
た
。」「
ほ

ん
と
ワ
ン
ワ
ン
き
た
ね
。
ど
こ

に
行
く
の
か
な
」
と
い
う
よ
う

に
。

　

こ
の
よ
う
に
赤
ち
ゃ
ん
を
観
察

し
、
言
葉
か
け
を
す
る
こ
と
で
一

緒
に
い
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら

赤
ち
ゃ
ん
の
言
葉

の
土
台
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
住
民
税
等
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
際
は
、

一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
額
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
対
し
、「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

本
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
ま

で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領

収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
１
日
以
降
に
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
、
来
年
の
１
月
下

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険

料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
家
族
宛
て
に
送
ら

れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
場

合
や
、
再
発
行
に
つ
い
て
は
、
川

内
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

老
齢
年
金
で
、
そ
の
年
に
支
払

い
を
受
け
る
年
金
額
が
一
定
額
以

上
の
場
合
、
各
支
払
月
に
支
払
わ

れ
る
額
か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
。

▽
65
歳
未
満
（
年
金
額
が
１
０
８

　

万
円
以
上
の
方
）

▽
65
歳
以
上
（
年
金
額
が
１
５
８

　

万
円
以
上
の
方
）

※
右
記
の
年
金
額
よ
り
少
な
い
方

は
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
配
偶
者
控
除
や
扶

養
控
除
等
の
各
種
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
毎
年
「
公
的
年
金
等

の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
の
ハ
ガ
キ
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申

告
書
の
ハ
ガ
キ
は
、
対
象
と
な
る

方
へ
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。（
※
源
泉

徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
に
は
、

こ
の
ハ
ガ
キ
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。）

　

こ
の
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
提
出

さ
れ
た
場
合
よ
り
源
泉
徴
収
額
が

多
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
川
内
年
金
事
務
所

（
０
９
９
６
－
２
２
－
５
２
７
６
）

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

で
す

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ま

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は
期

限
日
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

　

本
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

貴
金
属
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
の
訪
問

買
い
取
り
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
い
わ
ゆ
る
「
押
し
買
い
」
に
よ

る
被
害
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

【
被
害
相
談
事
例
】

①
「
古
着
や
陶
器
等
ど
ん
な
物
で

も
買
い
取
る
」
と
女
性
か
ら
電

話
が
あ
り
、
訪
問
を
承
諾
し
た
。

②
古
着
を
準
備
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
来
訪
し
た
の
は
男
性
で
、

「
貴
金
属
を
見
せ
て
欲
し
い
」と

言
わ
れ
た
。

③
電
話
の
話
と
違
う
と
思
っ
た

が
、
す
で
に
家
の
中
に
通
し
て

い
て
断
り
に
く
か
っ
た
た
め
、

指
輪
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
か
な

り
安
価
で
買
い
取
ら
れ
た
。

　

冷
静
に
考
え
る
と
、
貴
金
属

だ
け
が
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

こ
の
他
に
も
、
目
を
離
し
た
隙

に
貴
金
属
を
壊
さ
れ
、「
壊
れ
て
い

る
か
ら
使
え
ま
せ
ん
ね
」
と
言
わ

れ
無
理
や
り
買
い
取
ら
れ
た
と

い
っ
た
強
引
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

【
対　

策
】

①
毅
然
と
断
る

訪
問
買
い
取
り
に
つ
い
て
は
法

改
正
が
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
現
行
法
で
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後
か
ら
返
品
を
希
望
し
て
も
取

り
戻
せ
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ

も
り
が
な
い
な
ら
、
毅
然
と
断

る
こ
と
で
す
。

②
ど
の
よ
う
な
業
者
か
確
認
す
る

こ
の
よ
う
な
買
い
取
り
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
業
者
は
、
必
ず
「
古

物
商
許
可
証
」
ま
た
は
「
古
物

行
商
従
業
者
証
」
を
携
帯
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
古
物
営
業

法
第
11
条
）

　

そ
こ
で
、
業
者
の
住
所
や
電
話

番
号
、許
可
証
の
提
示
を
求
め
、書

き
留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

訪
問
買
い
取
り
に
よ
る
被
害
増
加

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

午前９時30分～午後４時
（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内（☎63－6203）

○水曜日
午前９時30分～正午
野田支所市民福祉課内

（☎63－2111　内線741）
○水曜日

午後１時30分～同４時
高尾野支所市民福祉課内

（☎63－2111　内線453）

開 催 日　　12 月 20 日（木）
開催時間
　午前９時 40 分～正午
　午後１時～同３時 40 分
開催場所　　
　高尾野支所　２階会議室
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間
11月16日（金）～12月13日（木）
（土日祝日を除く

午前８時 30 分～午後５時）
予約申込先
　高尾野支所　市民福祉課
　市民生活グループ
　（☎ 82−5416）　

※11月15日開催の年金相談については
広報いずみ10月号をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）
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発生件数 死　者 負 傷 者

平成24年
9 月 中

25 件
（＋５）

１人
（＋１）

35 人
（＋９）

平成24年
の 累 計

221 件
（−４）

２人
（±０）

297 人
（＋ 13）

※　（　�）内の数字は前年同月比

交 通 事 故 発 生 状 況
出水警察署管内

出水市防犯協会�63 − 1500問い合わせ先

100 人以上の方々のご協力をいただきました。
　地域安全モニター、少年警察ボランティア、市
自治連防犯交通部、自主防犯パトロール隊、そ
の他関係機関の皆さん、本当にありがとうござ
いました。

鳴海真一さん

竹下署長より授賞さ
れる安藤隆司先生

　国および県の防犯協会では、防犯活動や青
少年健全育成に貢献していただいた方や団体
を防犯功労者（団体）として表彰しています。
　このたび、平成 20 年より出水市防犯パト
ロール隊連絡協議会会長を務められた鳴海真
一さんが、10 月 5 日、「全国地域安全運動鹿
児島県大会」で県の表彰を受けられました。
　おめでとうございます。
　さらに今後のご活躍を期待します。

全国地域安全運動
モデルポスター展

　標記ポスター展に出水中の安藤
隆司先生が応募し、県の審査（一
般の部）で銅賞に輝きました。自
転車盗難予防を呼びかけるデザイ
ンでした。
　９月４日全校生徒を前に、竹下
出水警察署長より賞状と盾が贈ら
れました。

○補導数としては、この数年中で最も少ないです。
○補導行為の大部分が深夜徘

はいかい

徊と喫煙です。
○深夜徘徊の増加がやや目立っています。
○女子の補導は上記一覧中 11 人で、5 人減少しまし

た。11 人中 10 人が深夜徘
はいかい

徊です。

９月 25 日　死亡事故発生 !!

青少年非行の現状と課題　青少年の補導状況（本年１月～８月末）

　出水警察署と出水市防犯協会では、全国の運動と
連動して、市民の皆さんの防犯・安全意識を高め、暮
らしやすい街づくりを目指して、10 月 11 日～ 20 日
にかけて地域安全運動を実施しました。
◆市内３カ所での防犯キャンペーン（防犯の呼びか

け・チラシ配布等）
◆住宅地域等２カ所を対象とした住宅侵入盗・振り

込め詐欺撲滅ローラー作戦
◆自転車防犯診断（市内おれんじ鉄道５駅ほか）

◆振り込め詐欺被害防止キャ
ンペーン

　（市内４金融機関）
◆広報車による市内全域での

街頭宣伝
※市安全・安心パトロール隊

は、毎日パトロールを行っています。

　期間中 2000 枚を超える防犯チラシ等の配布や
語りかけにより市民の方々の防犯意識の喚起がで
きました。

秋
の
地
域
安
全
運
動
実
施

飲　酒 喫　煙 深夜徘
はいかい

徊 怠　学 その他 合　計 小学生 中学生 高校生 他の学生 有職少年 無職少年

人　数 ０ 　１３ 　３８ 　０ 　　１ 　５２ 　　０ 　８ 　１８ 　　０ 　１３ 　１３
前　年
同期比 −２ 　−２ 　＋６ −６ 　−１ 　−５ 　±０ 　−１　 　−１ 　±０ 　＋１ 　−４

課題としては
　これまでと同じく、補導要因として深夜徘

はいかい

徊と
喫煙がその大部分を占めています。
　夜間外出を許さない強い指導が子どもを守る
最善の方策です。

防犯功労表彰おめでとうございます

銅賞おめでとうございます
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市立図書館
読書週間 スペシャル企画
10 月 27 日～ 11 月９日

『内田麟太郎　作品原画展』
～絵本「わらうだいじゃやま」～

◇11月　高尾野郷土館
　（休館日11月16日）
◇12月　中央図書館
　（休館日12月17日、

12月29日～ 1月4日）
◇入場料　無　料

【スペシャル企画　その１】

トレーディングカード　プレゼント
　図書館の本を３０冊借りるたびに、トレーディング
カード１枚をプレゼントします。
　カードは全部で１０種類。
　子どもさんに読んでもらい
たいオススメ本も記載されて
います。期間中に何枚そろえ
られるか、ぜひチャレンジし
てくださいね！

【スペシャル企画　その２】

「ほんちゃん大賞」の募集
　出水市立図書館過去５年間の一般図書の貸し出しベス
ト２０冊の中から、利用者の皆さまの投票によりベスト
３を決定！「ほんちゃん大賞」として発表します。お気
に入りの本に、あなたの一票を！

※「ほんちゃん」は、出水市立図書
館のシンボルキャラクターです。

「わくわく☆おはなしフェスタ」

◇日　時　１２月８日（土）
　　　　　午後１時～同４時
◇場　所　市中央公民館　小ホール
◇出　演　読み聞かせボランティアグループの皆さん　
　　　　　親子読書会の皆さん、市立図書館の皆さん
◇内　容　読書標語、短作文優秀作品表彰式、読み聞か
　　　　　せ、おはなし、テーブルシアター　など
　　　　　お楽しみ抽選会
　　　　　移動図書館車での貸し出し
　　　　　ロビー展示
　　　　　・読書大好きっ子短作文、読書標語
　　　　　・読書活動紹介パネル
◇入場料　無　料
●問い合わせ先　教育委員会　読書推進課　

◆今年は、市中央公民館で開催します。子どもから大人
まで楽しめるおはなし会です。

　ご家族皆さんでお越しください！

野田図書館　臨時休館のご案内

　併設する野田史料館の貴重な資料を害虫などから守り、
末永く保存・展示していくために、館内の消毒・くん蒸
を実施します。
　このため、次のとおり臨時休館します。

臨時休館の期間
１１月１４日（水）～１６日（金）
皆さまのご理解とご協力をお願いします。
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読書活動に関する問い合わせ先
������読書推進課
�������☎ 63‒4121



≪幼児・小学生≫

●「メガネくんのゆめ｣ いとう　ひろし　作・絵
●「とくん　とくん」 片山　令子　文
●「小さいのが大きくて、大きいのが小さかったら」 エビ・ナウマン文
●「夜の小学校で」 岡田　淳　作
●「せいぎのみかた　ワンダーマンの巻」 宮西　達也　作・絵
●「どんぐりむらのおまわりさん」 なかや　みわ　作
●「あかちゃん社長がやってきた！」 マーラ・フレイジー　作・絵
●「おおあたりぃ～」 村上　しいこ　作
●「ぼくのママは　うんてんし」 おおとも　やすお　作
●「ともだち　できたよ」 内田　麟太郎　文

　　　・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「かかしのトーマス」 オトフリート・プロイスラー　作
●「Ｋ町の奇妙なおとなたち」 斉藤　洋　作
●「ふたつの月の物語」 富安　陽子　著

・・・・・等
≪一般≫

●「傷だらけの果実」 新堂　冬樹　著
●「水のかたち　上・下」 宮本　輝　著
●「アスクレピオスの愛人｣ 林　真理子　著
●「犬とハモニカ」 江國　香織　著
●「ソロモンの偽証　第Ⅱ部　決意」 宮部　みゆき　著
●「ノエル」 道尾　秀介　著
●「空より高く｣ 重松　清　著
●「花見ぬひまの」 諸田　玲子　著
●「ある男」 木内　昇　著
●「のろのろ歩け」 中島　京子　著
●「魔法使いは完全犯罪の夢を見るか？」 東川　篤哉　著
●「彼女の時効」 新津　きよみ　著
●「千年鈴虫｣ 谷村　志穂　著
●「汚れちまった道」 内田　康夫　著
●「生きるぼくら」 原田　マハ　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開 館 時 間 11 月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日
　午前９時～午後６時

19日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
　午前９時～午後６時

16日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100） 14日・15日・16日

平成 24 年 11 月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

11 月

第１・３

火曜日

西之口団地自治公民館 10：00～10：20 ６日
20 日鹿島自治公民館 15：10～15：40

第２・４

火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20
13 日

27 日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：45～15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15～15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40～10：00
７日

21 日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05～14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40～15：00

第２・４

水曜日

元町自治公民館 9：50～10：10 14 日
28 日今釜西自治公民館 10：20～10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00 １日
15 日米ノ津駅前広場 10：10～10：30

福ノ江自治公民館 10：45～11：05

第２・４

木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00 ８日

22 日

屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15～15：35

第１・３

金曜日

栗毛野自治公民館 9：40～10：00 ２日
16 日江川野自治公民館 10：10～10：30

内野々下自治公民館 10：45～11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10～14：40 ９日加紫久利住宅広場 14：55～15：15

11 月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

７日、14日、21日、28日
午後４時～

だっこＤＥえほん 24日（土）午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

５日、12日、19日、26日
午後４時～

親子読書教室�
「すくすく」

13日（火）、27日（火）
午前10時30分～

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

１日、８日、22日、29日
午後４時～

だっこＤＥえほん １日（木）午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（金）午後７時～

【一般書】

『最高齢プロフェッショナル
の教え』

徳間書店取材班　著
徳間書店

　103 歳の声楽家、96 歳の喫
茶店店主、93 歳のスキーヤー
…。彼らがどうやって「一生
もの」の仕事を手に入れたの
か？
　長年、苦労や経験や努力を
積み重ねてきた 15 人の達人
たちの言葉は、これからの時
代を生き抜くためのヒントに
なるかもしれません。

【児童書】

『この素晴らしき世界に
生まれて』

福田　隆浩　作
小峰書店

　ろう学校に通う里美は、家
族や学校、進路のことで悩む
小学６年生です。学校の帰り
に寄る県立の図書館で一冊の
古い本と出会います。その本
を通して出会った人と交流す
るなかで、少しずつ成長して
いく物語です。
　最後のお婆さんからの手紙
もそうですが、何かに悩んで
いる読者を励ましてくれるよ
うな一冊です。
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新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）
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武家屋敷サミットを開催

出水・入来・知覧

　

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
武
家
屋
敷
群
を

有
す
る
県
内
３
つ
の
自
治
体
が
集
う
武
家
屋
敷
サ
ミ
ッ
ト
が

９
月
29
日
、公
開
武
家
屋
敷「
税
所
邸
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
市（
出
水
市
・
薩
摩
川
内
市
・
南
九
州
市
）の
首
長
、
保

存
会
、
観
光
関
係
者
が
出
席
し
、
武
家
屋
敷
群
を
観
光
資
源

と
し
て
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
と
も
に
、
広
域
的
に

連
携
を
深
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
か
ご
し
ま
探
検
の
会
」の
代
表
理
事
で
あ
る

東
川
隆
太
郎
さ
ん
が「
鹿
児
島
の
武
家
屋
敷
の
楽
し
み
方
」と

い
う
テ
ー
マ
で
、
武
家
屋
敷
に
求
め
ら
れ
て
い
る
観
光
に
つ

い
て
講
演
し
、
集
ま
っ
た
参
加
者
ら
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
奈
良
迫
英
光
・
県
観
光

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
県
内
へ
の
観
光
客
数
の
現
状
を
報
告

し
、
武
家
屋
敷
は
日
本
特
有
の
も
の
と
し
て
外
国
人
へ
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
ま
た
周
辺
地
域
を
巻
き
込

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
訴
え
ま
し
た
。
観
光
客
を
取
り

込
む
た
め
に
３
つ
の
武
家
屋
敷
群
で
取
り
組
ん
で
い
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が

あ
っ
た
ほ
か
、
３
市
を
ま
た
ぐ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

出
水・水
俣
じ
ゃ
ら
ん
が
完
成

県
境
観
光
連
携
協
定
事
業
第
１
弾

　本市と、隣接する熊本県水俣市が共同で製作して
いた観光パンフレット「出水・水俣じゃらん」が完成
し９月２日、水俣市役所で完成発表会がありました。
　両市が７月に結んだ県境観光連携協定に基づく事
業の第１弾。
　これからシーズンを迎える本市のツルと水俣市の
バラを中心に、スイーツやグルメ、両市を巡るドラ
イブコース、温泉、お土産、秋から春にかけてのイ
ベントなど多彩な情報が満載です。
　また、車で30分で行き来できることから、見開き
で広域の地図も掲載されています。
　３万部作り、鹿児島、熊本県内の観光施設、ホテ
ル、高速道路のサービスエリアなどに置くなどして、
観光客の取り込みを狙います。
　完成発表会では、両市に「水」の文字が入っている
ことから、縦からも横からも「出水」「水俣」と読める
凝った表紙で飾られたじゃらんをエコパーク水俣バ
ラ園の「エコバラちゃん」と本市の「つるのしん」がＰ
Ｒしました。

「
も
っ
た
い
な
い
」再
確
認

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

　リサイクルセンターエコリア北薩で、８月１日か
ら26日まで、施設の仕組み等の展示や、普段は見る
ことができない破砕機等の見学があり、来場者は、
ごみ減量やリサイクルについて理解を深めていまし
た。
　最終日には、修理再生された自転車や家具などの
抽選会や衣類、書籍などの無料配布などもあり、多
くの人でにぎわいました。

６
事
業
所
に
交
付

消
防
団
協
力
事
業
所

　９月20日、（株）アタックス、（株）門田建設、積水
フィルム九州化工（株）、（有）中畠組、東田塗装、マ
ルイ飼料（株）に消防団協力事業所表示証が出水消防
署で交付されました。
　本表示証の交付は、従業員２人以上が消防団員で
ある事業所を社会貢献団体として公表し、消防団員
が活動しやすい環境を作ることを目的に平成21年度
から実施。これで協力事業所が計36となりました。



25 広報いずみ 2012（平成 24 年）11 月

八
幡
１
が
優
勝

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　９月25日から26日にかけて第７回自治会対抗グラ
ウンド・ゴルフ大会が開催されました。
　25日は多目的広場、高尾野多目的運動場、野田運
動場の市内３会場で予選を行い、各会場から勝ちあ
がった64チームで26日に決勝大会を行いました。　
　決勝の舞台となった多目的広場では熱戦が繰り広
げられ、八幡自治会１組チームが見事初優勝を収め
ました。

古
田
敦
也
さ
ん
が
語
る

出
水
郡
医
師
会
講
演
会

　９月29日、市文化会館で元東京ヤクルトスワロー
ズ監督の古田敦也さんの講演がありました。
　古田さんは、プロ野球での選手、監督としての長
年の選手での経験から、人を観察すること、先を予
測することの大切さなどを話し、集まった多くの市
民が、なかなか聞くことができない話に聞き入って
いました。また、阿久根市民病院の立石繁宜副院長
の「怖い心臓病」と題しての講演もありました。

安
全
運
転
を
誓
う

秋
の
交
通
安
全
運
動

　９月21日から30日までの10日間、全国一斉に秋の
全国交通安全運動が実施され初日の21日に、高尾野
きらめきドームで啓発広報出発式がありました。
　行政、警察、交通安全協会などが一堂に会し、期
間中に交通事故を起こさない、起こさせないことを
誓いました。保育園児による交通安全へのメッセー
ジ披露の後、広報車が巡回に繰り出していきました。

楽
し
い
宴

ぐ
い
ぐ
い
祭
り

　９月21日、川端通り会（宇津木信孝会長）主催の「ぐ
いぐい祭り」が出水公会堂で開催されました。
　日ごろの感謝と、川端通りのＰＲを兼ねて毎年開
催しており、今年で13回目。
　家族や同僚と繰り出した多くの市民は、ダンスや
カラオケ大会など多彩なステージイベントを楽しん
でいました。また、旅行券が当たる抽選会もあり、
会場はおおいに盛り上がっていました。

５
年
ぶ
り
の
奉
納

松
ヶ
野
田
の
神
舞

　松ヶ野田の神舞が、９月22日に紫尾神社であった
豊年秋祭りで５年ぶりに奉納されました。
　豊作に感謝してモチを供える寸劇仕立てのユーモ
ラスな踊りが披露され、集まった多くの観客の笑い
を誘っていました。
　そのほか、県無形民俗文化財の「高尾野兵六踊り」
など、数多くの郷土芸能が奉納されました。

長
寿
を
祝
っ
て敬

老
の
日

　敬老の日に合わせて長寿を祝った音楽会が９月23
日、特別養護老人ホーム野田の郷で開催されました。
　施設では日頃から音楽療法を取り入れており、利
用者らは紙や空き缶などで作った楽器を片手に音楽
に合わせて体を動かしたり、リズムをとるなどして
日頃の成果を披露しました。会場では利用者らに大
きな拍手が送られていました。
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　出水市中央商店街協同組合（前田健二会長）主催の
出水地蔵まつりが10月６日、八坂神社であり多くの
参拝者が訪れました。
　この一刀彫のお地蔵さまは長生き、子育て、交通
安全など厄除け地蔵として知られており、年々参拝
者も増え、本市の名所となっています。
　参拝者は一人一人線香を立て、お地蔵様に手を合
わせていました。

　平成22年度の高病原性鳥インフルエンザ発生を受
けて開催されたツルの分散化対策を協議する検討会
が10月２日、クレインパークで市、県、環境省、文
化庁の関係者などの出席のもと開催されました。
　越冬するツルの受け入れを検討する自治体向けの
説明用パンフレットを作製し、来年度中の完成を目
指すことを決定しました。

　出水ライオンズクラブ（内野正会長）の設立50周年
を記念したイベントとして元プロテニスプレーヤー
の沢松奈生子さんによるジュニアテニス教室が開催
されました。
　沢松さんは子供たちのラケットを振る姿を見なが
ら、的確なアドバイスを送っていました。アドバイ
スを受けた子供たちは真剣な表情で練習に取り組ん
でいました。

　10月８日、上場小学校グラウンドでバーベキュー
in上場高原が開催されました。
　上場地区むらづくり委員会（竹園徹委員長）、上場
地区畜産振興会（前田正道会長）が地域活性化を図る
ためコスモスが見頃になるこの時期に毎年開催。
　満開のコスモスが咲く上場高原には、多くの市民
が訪れ、バーベキュー参加者は地元産の牛肉や野菜
をおいしそうにほおばる姿が見られました。

　10月４日、恒例の広瀬川いも煮会が米ノ津川河畔
で開催されました。
　川面にかがり火をたいた会場では、家族や同僚で
連れだった多くの市民が山形風のいも煮、落ちアユ
やかっぽ竹焼酎など地元の食材がつまった料理に舌
鼓を打っていました。
　また、会場では参加者の俳句披露もあり、俳句が
詠まれるたびに拍手が上がりました。

ツ
ル
分
散
化
に
向
け
て

検
討
会

日
本
一
の
地
蔵
ま
つ
り

八
坂
神
社

元
プ
ロ
が
指
導

沢
松
奈
生
子
さ
ん

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む

上
場
高
原

秋
風
に
吹
か
れ

広
瀬
川
い
も
煮
会

植
木
市
始
ま
る来年

５
月
ま
で

　植木市の初競りが10月２日、平和町の植木市場で
ありました。
　初競りとあって多くの植木業者や一般客が集ま
り、お目当ての木や花などを買っていました。
　出水市植木組合の植木市は毎月２の付く日の午前
９時から平和町植木市場で、鹿児島いずみ農協の植
木市は毎月７の付く日の午前10時から高尾野川河川
敷植木市場でそれぞれ５月まで開催しています。
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　九州や県などの大会で好成績を収めた出水商業高
校の生徒らが９月５日、市長室を訪れ報告を行いま
した。第53回九州地区高等学校ワープロ競技大会
で、技能競技団体の部２位、速度競技団体の部３位
のワープロ部の森

も り よ し か す み

吉香寿美さん（３年生：写真前列
左端）と松

ま つ し た ゆ き こ

下優紀子さん（３年生：写真前列左から
２番目）。第32回全国高等学校ＩＴ・簿記選手権九
州・沖縄大会でＩＴ部門８位のコンピューター部の
越
こ え ち げ ん き

地元気さん（３年生：写真前列左から３番目）。第
47回鹿児島珠算選手権大会で個人総合優勝をした
永
な が い ゆ う き

井祐貴さん（３年生：写真前列右端）。

専門分野の好成績に沸く
出水商業高等学校

　第20回全国高等学校ロボット競技大会鹿児島県予
選で優勝し、５連覇を達成した出水工業高校の電子
機械科３年Ａ組の５人。11月に岡山県で開催される
全国大会に出場します。

ロボコン全国大会へ
出水工業高等学校

　

９
月
15
日（
土
）の
第
66
回
県
民
体
育

大
会
総
合
開
会
式
に
お
い
て
、
体
育
功

労
者
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
元
出
水
地
区
体
育
協

会
会
長
の
山や

ま
も
と
か
ず
お

元
一
夫
さ
ん（
浦
窪
自
治

会
：
写
真
右
）、
出
水
市
軟
式
野
球
連

盟
副
会
長
の
三み

す
み
し
げ
お

角
重
雄
さ
ん（
今
村
自

治
会
：
写
真
左
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
本
市
の
体
育
協
会
、

競
技
種
目
団
体
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
体
育
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　県青年大会の芸能文化部門の意見発表、のど自
慢、生活文化展で好成績を収め、11月に東京都で開
催される第61回全国青年大会に出場する高尾野青年
団（岩崎泉団長）。

青年団全国大会へ
高尾野青年団

体
育
功
労
者
表
彰

県
体
育
協
会

　第９回津軽三味線全国大会で、中・高校生の部で
４位入賞した柏

かしわぎりょう

木涼さん（出水高校３年生）

全国４位

津軽三味線全国大会



　８月 22 日（水）高尾野農村環境改善センターで、第１回出水市小学校外国語活動発表会が開催されました。たくさんの子
どもたちが、日常の外国語活動の学習の成果を、ＡＬＴやＪＴＥ、友達と楽しく表現することができました。�����

○　他の学校の発表を聞くことができてとても楽しかった。劇をしているところはすごかった。学校の外国語活動の時間

に、自分たちも英語で劇をしてみたくなった。そして、それを来年発表したい。

○　先生役をしていた女の子が英語がぺらぺらですごかった。6 年生まで勉強したらあれぐらいになれるのかなと思った。

機会があったらまたやってみたい。

○　“What's color do you like?”のゲームで、リズムよく交換したら、ほめられてうれしかった。そんなにうまくで

きていたかなあ。

○　外国語を通して、外国の人とコミュニケーションをとる方法が分かりました。外国に行っても、このような手段を通

して、どんどんコミュニケーションを図りたいです。

○　他の学校の友達とも、外国語を通してのコミュニケーションをこれからはどんどんとっていきたいと思いました。ま

た、学校での外国語活動の学習に対しての目標を持つことができました。これからも頑張って勉強していきたいです。

○　外国語での自己紹介の方法を学ぶことができたので、これからも、この方法を忘れずに、外国の方とも積極的に交流

を図ることができたらいいなと思います。

1 西 出 水 小 篠原　弘光 町田みなみ 白瀬　祥樹 花田　咲陽 岩﨑　綾音 古川　紗弓 松元思央梨
2 東 出 水 小 溝川　公洋 宇藤　泰吾
3 米 ノ 津 小 市之瀬幹輝 大下本采海 瀬涯　玲奈 町田　美咲 八代　菜々 田中　海由 福山　玲奈
4 蕨 島 小 永利　　瞭 藤田　美槻 東　　隆佑 窪　侑姫那
5 大 川 内 小 有村　夏輝 冨田　啓貴 中村　準
6 高 尾 野 小 松山　哉唯 針原　雪月 谷口　花音 松元　暖望 道畑　稜翔 下浦　愛菜
7 野 田 小 岩塚　海那 濵田　　叶 松木　駿介 松田　優斗 三善　康介

　本年度、着任した７人の新規採用の先生が本市の社
会教育に関する研修を受講しました。学級 PTAの在
り方について沖田校長先生（出水小）の指導の下で考
えたり、青少年の学校外活動の充実・出水市の社会教
育事業や「読書活動日本一のまちづくり」事業につい
て講義を受けたり、全員でエプロンシアターに挑戦し
たりしました。教育機関見学では、本市の施設・設備
について詳しく説明を受けました。先生の質問の様子
から、今後、子どもたちとともに本市の施設等を有効
活用したいという思いが強く伝わりました。

外国語活動の発表にチャレンジしたみなさん！発表順

【第 １ 回 出 水 市 小 学 校 外 国 語 活 動 発 表 会 】

発表後の感想から（一部抜粋）

フレッシュ研修（初任校研修）社会教育等研修

西出水小

東出水小

米ノ津小

蕨島小

大川内小

野田小

高尾野小（6年）

高尾野小（5年）
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平成24年度 地域が育む

「か
ごしまの教育」育
県 民 週 間

標語　さあ皆さん 近くの学校 輝く瞳と笑顔が待っている
米ノ津中学校 ２年　眞

ま

鍋
なべ

 依
い

織
おり

 さん

　
　
　

僕
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

　

昨
年
ク
ラ
ス
全
員
で
「
環
境
レ
タ
ー
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
た
め

に
ぼ
く
は
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
エ
コ
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
節
電
・
節
水
に
取

り
組
ん
だ
り
、
花
を
植
え
た
り
し
た
。
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
環
境
レ
タ
ー
を
書

い
て
出
す
と
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
そ
し
て
、
第
六
期
か
ご
し
ま
こ
ど
も
環
境
大
臣

に
な
っ
た
。
喜
び
と
と
も
に
大
き
な
責
任
も
感
じ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
意
識
し

て
エ
コ
活
動
に
取
り
組
も
う
と
思
っ
た
。

　

活
動
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
は
主
に
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
は
海
鳥
の
問
題
だ
。
海
鳥
が
ゴ
ミ
を
え
さ
と
間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
う
こ
と

だ
。
疑
似
体
験
を
す
る
と
え
さ
だ
け
を
と
っ
て
食
べ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
知
っ
た
。
自

分
の
こ
と
に
置
き
換
え
て
考
え
る
と
大
変
な
こ
と
だ
と
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。

　

二
つ
目
は
実
際
に
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
こ
と
だ
。
環
境
大
臣
の
取
組
で
錦
江
湾
の
周

り
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
。
ゴ
ミ
の
量
や
種
類
の
多
さ
に
驚
い
た
。
分
別
し
て
み
る
と
、

三
十
種
類
以
上
も
あ
っ
た
。
き
れ
い
だ
と
思
っ
て
い
た
錦
江
湾
に
も
二
十
分
く
ら
い
で

ゴ
ミ
袋
四
つ
分
の
ゴ
ミ
が
集
ま
っ
た
。
し
か
も
、
ゴ
ミ
の
中
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。「
き
れ
い
な
海
に
な
ぜ
ゴ
ミ
を
捨
て
る
の
だ
ろ
う
。」
と
い

う
怒
り
が
込
み
上
げ
て
き
た
。
ゴ
ミ
を
捨
て
る
こ
と
が
生
き
物
の
命
に
関
わ
る
こ
と
や

環
境
汚
染
に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

エ
コ
活
動
を
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
蕨
島
に
十
年
以
上
生
活
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
ゴ
ミ
を
実
際
に
拾
う
ま
で
気
付
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

環
境
大
臣
と
し
て
の
体
験
を
通
し
て
、
環
境
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と
い
う
思
い
が
よ

り
一
層
深
ま
っ
た
。
花
い
っ
ぱ
い
の
蕨
島
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ
た
。

　

ぼ
く
が
し
て
き
た
こ
と
や
、
今
決
意
し
た
こ
と
は
、
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
だ
。
み

な
さ
ん
も
今
考
え
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
僕
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
。

蕨
島
小
学
校　

六
年　

濵
邊　

高
輝　

ポスターの部（県民週間ポスター・原画展：入選）

「親子読書」　　野田小学校３年
中
なか

間
ま

 梨
り

菜
な

 さん

１１月１日 （木） ～７日 （水）

※期間 ・内容は各学校 （園） で異なります

学校 (園 )の様子を参観ください
この期間を中心に、前後約１週間、市内の各学校(園)

でさまざまな催しが行われます。

授業参観／給食試食／講演会／ふれあい活動／

　スポーツ大会／音楽発表会／文化祭　など

県民週間とは、この期間に多くの県民が学校等で実施される多彩な行事に参加し、普段の教育活
動を参観することで、県民一人一人に鹿児島の教育について考えていただこうとするものです。

b　催しの内容や期間 ・日程等の詳細は、 各学校 ( 園 ) にお問い合わせください。 a

〈キャッチフレーズ〉
「スタート　エコ　いずみ !!」
Ｓ　　すぐに
Ｔ　　とりくもう
Ａ　　あなたと
Ｒ　　理想の未来の
Ｔ　　ために !!
ＥＣＯ　エコ
Ｉ　　いつまでも
Ｚ　　ずっと
Ｕ　　うつくしい
Ｍ　　みどりの町
Ｉ　　出水

出水市内の全小・中学校および出水商業高
等学校では平成 22年度に「子ども環境宣
言」を行い、グリーンカーテンや節電・節
水などのエコ活動に取り組んでいます。

問い合わせ先　教育委員会学校教育課 （☎ 63-4079）
または、 市内の公立幼稚園 ・小学校 ・中学校 ・高等学校

平成２３年度かごしまこども環境
大臣からのメッセージ

〔 〕
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　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は 21,200 部で市内のほぼ全世帯に
配布されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご
利用ください‼　ただし、掲載可能な数に限りがありますので
掲載希望が多数の場合は、調整させていただきますのでご了承
ください。

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120
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）

安

藤

綜そ

う

ま真

（
秀
一
・
朋
子
）

谷

口

心こ

こ

み美

（
浩
隆
・
美
穂
）

井

上

風ふ

う

か花

（
徹
也
・
七
海
）

田

上

愛あ

い

か花

（
拓
郎
・
智
子
）

宮　

路　

珠じ
ゆ
り
あ

里
亜

（
整
・
里
美
）

　
（
９
月
１
日
～
10
月
１
日
届
出
分
）

　
（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

山

元

滋

則

60

桜

町

松

島

實

雄

86

今
釜
東

大

島

光

隆

84

町（
野
田
）

古

城

政

己

94

中

里

寺

岡

時

雄

91

大

久

椛

山

早

苗

81

太
田
原
住
宅

尾　
島　
ア
サ
ノ

92

萩
の
尾

庵

山

三

郎

80

瀬

戸

福

井

ツ

ヤ

87

下
特
手

杉

本

陽

美

81

栄

町

小　
野　
ミ
ヨ
子

81

高
牟
礼

小

田

シ

ヅ

88

沖

田

辻

口
　

要

82

平
和
団
地

谷　
村　
ツ
ル
ヱ

96
石
坂（
高
尾
野
）

尾

籠

昭

二

85

西
水
流

門

田

良

樹

76

太
田
原
住
宅

原

田

ニ

ハ

91

鍋

野

田　
口　
ヨ
シ
子

85

小

島

中

川

マ

セ

97

八

坊

松

下

正

三

72

華
の
家

山

口
　

悟

79

上
竪
馬
場

坂

下

誠

司

50
小
松
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

新

納

春

枝

81

西
之
口

兒　
玉　
フ
サ
子

83

上
り
立

田

島

藤

子

86

松

尾

山

内

サ

ヱ

86
西
大
野
原（
出
水
）

野　
平　
ミ
ユ
キ

68

本

城

吉

海

幸

治

85

小

松

田

畑
　

充

74

花
立
西

大

迫
　

貢

86

木

串

中

村
　

繁

74

広

瀬

山　
口　
ト
シ
子

64

小
原
上

酒

匂

清

子

79

萩
之
段

本　
田　
千
代
香

87

西
福
ノ
江

野

付

ス

ギ

90

上
水
流

城
ノ
上　
　
　
誠

43

表

上

緒

方
　

幸

89

井

上

根

占

一

男

76

表

上

高

岡
　

愿

87

星

原

田
之
頭　
ノ　
ブ

94

今

村

　
（
９
月
１
日
～
10
月
１
日
届
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

�〈
敬
称
略
〉

松

島

繁

樹
（
今
釜
東
）

小　
田　
ヲ
ワ
イ
（
井

上
）

古　
城　
マ
サ
ヱ
（
中

里
）

椛

山

亮

一
（
太
田
原
住
宅
）

福

井

昭

久
（
下
特
手
）

山　
元　
久
美
江
（
桜

町
）

杉

本

久

子
（
栄

町
）

尾

良

治
（
西
水
流
）

小　
田　
助
次
郎
（
沖

田
）

小

野
　

曻
（
高
牟
礼
）

庵　
山　
ツ
ル
子
（
瀬

戸
）

原

田

辰

己
（
鍋

野
）

堂
之
上　
　

勉
（
小

島
）

牛
ノ
濱　
光　
子
（
石
坂
（
高
尾
野
））

中

川
　

孝
（
八

坊
）

山　
口　
エ
ミ
子
（
上
竪
馬
場
）

坂

下

順

子
（
小
松
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

）

門

田

尚

子
（
太
田
原
住
宅
）

兒

玉

春

美
（
上
り
立
）

田

畑

惠

子
（
花
立
西
）

新

納

博

美
（
西
之
口
）

山

内

隆

生
（
西
大
野
原
）

山

口

憲

二
（
小
原
上
）

前

園

芳

美
（
広

瀬
）

酒

匂

晴

雄
（
萩
之
段
）

野

付

文

由
（
上
水
流
）

高　
岡　
マ
ツ
子
（
星

原
）

城
ノ
上　
晴　
美
（
表

上
）

一
般
寄
付　

�〈
敬
称
略
〉

フ
ァ
ミ
ー
ル
東
光
山

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届

け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く

か
、
本
庁
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

10
月
号
に
記
載
し
ま
し
た
第
７
回

市
民
体
育
大
会
種
目
別
成
績
で
、

「
陸
上
競
技
中
学
１
年
生
男
子
①

児
玉　

粹（
出
水
小
）」と
あ
り
ま

し
た
が
、
正
し
く
は「
陸
上
競
技

中
学
生
男
子
①
児
玉　

粹（
出
水

中
）」で
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
訂

正
し
ま
す
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63− 0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前 10時～正午）

11　　　　　月
日 医　療　機　関　名

３日（土）

［当］ 奥田蘇明会医院 内・皮膚・精神科 町（高尾野） ☎ 82 － 3998

［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎ 63 － 7800

［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎ 73 － 1551

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 － 5040

４日（日）

［当］ 吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎ 62 － 0170

［当］ 高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎ 82 － 0017

［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎ 73 － 0553

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 － 5040

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 － 1611

11日（日）

［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎ 62 － 8600

［当］ 吉井中央病院 内科 東大野原 ☎ 62 － 3111

［当］ 喜多医院 内・外科 阿久根市 ☎ 72 － 0038

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 － 0054

［児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎ 63 － 7707

18日（日）

［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎ 84 － 2005

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎ 63 － 3151

［当・児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎ 68 － 0633

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎ 88 － 6405

23日（金）

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎ 62 － 1559

［当］ クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎ 62 － 0241

［当］ いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎ 73 － 1700

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 － 2595

25日（日）

［当］ 恒吉医院 消化・内科 大和 ☎ 82 － 0048

［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎ 63 － 2333

［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎ 64 － 6100

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 － 5040

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 － 1611

32

暮らしの情報暮らしの情報

広報いずみ 2012（平成 24 年）11 月



水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降

11月１日～４日 井手口電設 ☎62−0901

携帯電話
（090−7397−7898）

川 窪 建 設 ☎82−0376

携帯電話
（090−7154−7490）

11月５日～11日 太田電機工業所 ☎63−1966 軸薗設備工業 ☎82−0889

11月12日～18日 北 薩 設 備 ☎62−6011 柏 木 産 業 ☎82−1474

11月19日～25日 ことぶき電気設備 ☎62−0313 三 友 建 設 ☎82−0173

11月26日～12月２日 道 添 建 設 ☎62−3833 別府水道住宅設備 ☎84−2080

３日（土）▶出水麓まつり（午前９時・出水小学校前広場）

３日（土）▶西日本オールドカーフェスティバル（午前 10 時・野田運動場）

17 日（土）～ 18 日（日）▶出水市大産業祭（陸上競技場周辺）

11 月の主な行事

11 月 3 日

水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82−0064 柴　引

こ が ね 薬 局 ☎64−1132 沖　田

11 月 4 日

おてき歯科医院 歯科 ☎63−0393 八幡（出水）

クレイン調剤薬局 ☎63−4300 栄　町

高 尾 野会営薬局 ☎64−2110 上の原

11 月 11 日

中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82−0020 町（高尾野）

ポ ポ ロ 薬 局 ☎63−4630 千本付

マ リ ン 薬 局 ☎63−6678 東大野原

11 月 18 日

金 子 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2150 栄　町

ス マ イ ル 薬 局 ☎84−2430 田多園

第 二 緑調剤薬局 ☎63−1177 沖　田

11 月 23 日

上 野 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2306 西　町

ふ れ あ い 薬 局 ☎63−3070 平良馬場

11 月 25 日

福 原 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2501 上沖田

タ カ ラ調剤薬局 ☎62−8813 渡瀬口

※歯科医院診療時間　午前９時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ご
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　鹿児島相互信用金庫出水支店の取引先で結成
された「出水信ちゃん会（山口準三会長）」から、
出水市民交流センターの子供用絵本等の図書と
して、１０万円分の本の寄付をいただきました。

　野田郷島津太鼓（鶴田均会長）から、５月に
開催された結成２０周年記念コンサートでの売
り上げの一部が岩手県野田村への支援金として
市長に手渡されました。

　

川
端
通
り
会
（
宇
津
木
信
孝
会

長
）
か
ら
鹿
児
島
県
ツ
ル
保
護
会

（
渋
谷
俊
彦
会
長
）
に
対
し
、
９
月

に
開
催
さ
れ
た
「
ぐ
い
ぐ
い
祭
り
」

の
売
り
上
げ
の
一
部
を
、
寄
付
と

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た

寄
付
は
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
は
、
地
区
の
運

動
会
な
ど
で
ハ
ッ
ス
ル
！
食
欲
の
秋

で
は
、
サ
ン
マ
の
塩
焼
き
に
舌
鼓
を

打
つ
！

　

さ
ぁ
、
体
も
動
か
し
て
、
食
欲
も

満
た
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ゆ
っ
く
り
読

書
の
秋
を
楽
し
ま
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

市
内
に
あ
る
中
央
図
書
館
、
高
尾

野
図
書
館
、
野
田
図
書
館
で
は
23
万

冊
の
出
会
い
が
あ
な
た
を
待
っ
て
ま

す
よ
。
人
は
本
で
感
動
し
、
興
奮
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
発
見
し
ま
す
。

　

こ
の
秋
、
す
て
き
な
本
と
の
出
会

い
を
求
め
て
図
書
館
に
行
き
ま
せ
ん

か
。

79
　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
で
は
、
毎

月
１
回
荒
崎
と
東
干
拓
で
野
鳥

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査

地
を
定
期
的
に
通
年
で
調
査
す

る
こ
と
で
、
野
鳥
の
生
息
状
況

や
そ
の
地
域
の
環
境
の
変
化
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

月
ご
と
に
見
ら
れ
た
種
数
を

グ
ラ
フ
に
す
る
と
（
グ
ラ
フ
は

平
成
22
年
度
分
）、夏
と
冬
で
は

そ
の
数
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
環
境
で
も
季
節

に
よ
っ
て
、
利
用
の
さ
れ
方
も

変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
シ

原
や
水
路
は
夏
に
は
カ
イ
ツ
ブ

リ
や
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
の
繁
殖
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
冬
は

カ
モ
類
や
ホ
オ
ジ
ロ
類
の
ね
ぐ

ら
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

『今月の問題』
出水に来たツルは荒崎や東干拓では
どんなところで寝ているでしょう？
Ａ 荒崎周辺の木の上
Ｂ 網で囲まれた乾いた田んぼ
Ｃ 田んぼの浅い水の中

☆　答えは来月号で
　先月号の答えは
　　Ｂ　10 月８日 でした。
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